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『ハートフルフォーラム 2024 in 伊万里』

高校生が提案した心が豊かになる集会

市民センターで『ハートフルフォーラム2024 in 伊万里』があり、

約350人の参加者が人権について考えました。フォーラムでは、

企画・運営に携わった伊万里実業高校生徒による人権に関する

意見発表やデートDV防止啓発紙芝居のほか、○○（まるまる）

な障がい者の会会長の内田勝也さんの『誰一人取り残さない社

会のために私たちができること』と題した講演、障がい福祉

サービス事業所のメンバーによるコンサートが行われました。

↑『JOY 倶楽部 ミュージックアンサンブル』の人気曲『みん
　なのタッチ』で会場は一体となって盛り上がりました

12.5

鍋島藩窯秋まつり『第 36 回 献上の儀』

朝廷にも献上された至宝『鍋島』を再現

伊万里鍋島焼協同組合が大阪市役所（大阪府）で、横山英幸

市長に『色
いろ

鍋
なべ

島
しま

四
し

季
き

草
そう

加
か

文
もん

瓶
へい

子
し

』を贈呈しました。これは、同組

合が平成 16 年から城を管理する自治体の首長に高品位な焼

き物を献上しているもので、今回は横山市長を城主に見立て

て献上。贈られた瓶子と呼ばれる主にお酒を入れる酒器は、

約４か月間をかけ製作され、デザインには大阪市の四季の

花や大阪城、初代通天閣の骨格部分が組み込まれています。

↑ 横山大阪市長（左から４番目）と写真に納まる伊万里鍋島焼協
同組合の皆さん。瓶子のサイズは高さ 37 ㎝ 最大幅 22.5 ㎝

豊作に感謝し、長寿や健康を祈る『取り追う祭り』

驚がく必至の勇壮果敢な火祭り

12 月最初の卯
う

の日前夜に、二里町大里の神原八幡宮で奇祭

『取り追う祭り』がありました。これは、食べると１年間無

病息災で過ごせると言われる新米の餅米を丸く握った『御
ご く う

供

さん』を燃えさかる松
たい

明
まつ

の火煙の中で奪い合うもので、火の

粉と威勢のいい掛け声が飛び交う激しい攻防を一目見よう

と大勢の人が駆けつけ、最後は、御供さんを奪い取った攻め

手が勝ちどきを上げ、それを見物客などに振る舞いました。

↑ 守り手が松明を打ち付ければ攻め手は火の粉をものともせず
挑発するという攻防戦が幾度となく展開されました

11.21

12.4

みん な の 広場

多文化ジョイントコンサート

音楽を楽しみながら深めた国際交流

↑ コンサートが終わってみんなで記念写真をとりました

生涯学習センターで、多文化ジョイントコンサートがあ

りました。これは、地域日本語教室『オーサム・イマリ』

と協力関係にある『日本語教室いまり』が公益財団法人

佐賀県国際交流協会の助成金を活用して開いたもので、

インドネシアやフィリピン、中国、タイ国籍の人たちが

歌や演奏、母国の踊りを披露し日本人と交流を深めるな

ど、大勢の人が参加し、会場は大いに盛り上がりました。

12.8

↑ コンサートは 90 分を超える熱のこもったものでした
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●● 問合先　 問合先　企画政策課 男女協働推進係 （☎企画政策課 男女協働推進係 （☎ 23-23-2115）2115）
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　家庭やコミュニティ、職場などのさまざまな場面での皆さんの考えを確認してみましょう。　家庭やコミュニティ、職場などのさまざまな場面での皆さんの考えを確認してみましょう。
　次の設問ごとに「そう思う」「どちらかといえばそう思う」場合には□に　次の設問ごとに「そう思う」「どちらかといえばそう思う」場合には□に ✓✓ を付けてください。を付けてください。

　チェックを付けた項目が『　チェックを付けた項目が『５個以上５個以上』あった人は、知らず知らずのうちに相手』あった人は、知らず知らずのうちに相手
を傷つけたり、性別で任せる仕事を決めつけてしまい、自分や周りの人の成長やを傷つけたり、性別で任せる仕事を決めつけてしまい、自分や周りの人の成長や
可能性を狭めている場合があることから注意が必要です。可能性を狭めている場合があることから注意が必要です。

□ 男性が家計を支えるべきだ男性が家計を支えるべきだ

□ 女性は女性らしい感性があるものだ女性は女性らしい感性があるものだ

□ 女性は感情的になりやすい女性は感情的になりやすい

□ デートや食事のお金は男性が負担するべきだデートや食事のお金は男性が負担するべきだ

□ 育児期間中の女性は重要な仕事を担当するべきではない育児期間中の女性は重要な仕事を担当するべきではない

□ 女性はか弱い存在なので守らなければならない女性はか弱い存在なので守らなければならない

□ 男性は結婚して家庭を持って一人前だ男性は結婚して家庭を持って一人前だ

□ 男性は人前で泣くべきではない男性は人前で泣くべきではない

□ 女性は結婚によって経済的に安定を得る方が良い女性は結婚によって経済的に安定を得る方が良い

□ 男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ

□ 組織のリーダーは男性の方がむいている組織のリーダーは男性の方がむいている

□ 大きな商談や交渉事は男性が行う方がよい大きな商談や交渉事は男性が行う方がよい

□ 家事や育児は女性がするべきだ家事や育児は女性がするべきだ

□ 親の介護は女性がするべきだ親の介護は女性がするべきだ

□ 職場で女性は男性のサポートに回るべきだ職場で女性は男性のサポートに回るべきだ

はじめにあなたの考えを確認してみましょうはじめにあなたの考えを確認してみましょう

チェックのチェックの
結果結果
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　あなたの考えをチェックした結果はどうでしたか。　あなたの考えをチェックした結果はどうでしたか。
　国は、令和４年度にアンコンシャス・バイアスに関する調査を行っています。調査の結果、アン　国は、令和４年度にアンコンシャス・バイアスに関する調査を行っています。調査の結果、アン
コンシャス・バイアスという言葉の認知度は『21.4％』にとどまっています。コンシャス・バイアスという言葉の認知度は『21.4％』にとどまっています。
　ここでは、性別での役割意識に関して、家庭や職場といった各場面などでの回答結果を男女ごと　ここでは、性別での役割意識に関して、家庭や職場といった各場面などでの回答結果を男女ごと
に紹介します。に紹介します。

■国の調査の概要
　【対象者】全国男女 20 代〜 60 代　【回答者数】10,836 人（男性 5,452 人、女性 5,384 人）
　【調査内容】 性別による役割について「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わない」
　　　　　　 「そう思わない」で回答

アンコンシャス・バイアスに関する全国調査結果アンコンシャス・バイアスに関する全国調査結果

特集 　　まずは気付くことが大切　　アンコンシャス・バイアス

男性 （％）

１ 男性が家計を支えるべきだ 48.7

２ 女性は女性らしい感性があるものだ 45.7

３ 女性は感情的になりやすい 35.3

４ デートや食事のお金は男性が負担するべきだ 34.0

５
育児期間中の女性は重要な仕事を担当する
べきではない 33.8

女性 （％）

１ 男性が家計を支えるべきだ 44.9

２ 女性は女性らしい感性があるものだ 43.1

３ 女性は感情的になりやすい 37.0

４
育児期間中の女性は重要な仕事を担当する
べきではない 33.2

５
女性は結婚によって経済的に安定を得る方
が良い 27.2

男性 （％）

１ 男性が家計を支えるべきだ 48.7

２ デートや食事のお金は男性が負担するべきだ 34.0

３ 男性は結婚して家庭を持って一人前だ 30.4

４
女性は結婚によって経済的に安定を得る方
が良い 28.6

５ 男性は家庭よりも仕事を優先すべきだ 28.4

女性 （％）

１ 男性が家計を支えるべきだ 44.9

２
女性は結婚によって経済的に安定を得る方
が良い 27.2

３ 男性は家庭よりも仕事を優先すべきだ 21.6

４ デートや食事のお金は男性が負担するべきだ 21.5

５ 家事育児は女性がするべきだ 20.7

男性 （％）

１ 育児期間中の女性は重要な仕事を担当する
べきではない 33.8

２ 組織のリーダーは男性の方がむいている 26.1

３ 受付・接客・応対（お茶出し）は女性の仕事だ 24.1

４
大きな商談や大事な交渉事は男性がやるほ
うがいい 23.1

５
成功していても結婚をしていない男性はなに
かが足りないと感じる 22.9

女性 （％）

１ 育児期間中の女性は重要な仕事を担当する
べきではない 33.2

２ 組織のリーダーは男性の方がむいている 20.9

３
大きな商談や大事な交渉事は男性がやるほ
うがいい 20.9

４ 受付・接客・応対（お茶出し）は女性の仕事だ 18.3

５
成功していても結婚をしていない男性はなに
かが足りないと感じる 16.4

１. 性別役割意識（全体）　※上位５項目

２. 性別役割意識（家庭・コミュニティ）　※上位５項目

３. 性別役割意識（職場）　※上位５項目
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個々人が持っているアンコンシャス・バイア
スは、それ自体が問題なのでしょうか

アンコンシャス・バイアスとは、具体的には
どういった事例がありますかＱ
　日常のあらゆる場面で起きています。例え
ば、次のような例が挙げられます。これらは
ほんの一例で、アンコンシャス・バイアスは、
日常や職場にあふれています。

● 血液型を聞いて、相手の性格を想像することがある
● 性別や世代、学歴などで相手を見ることがある
●  「親が単身赴任中です」と聞くと、まずは『父親』を

思い浮かべる（母親は思い浮かべない）
●  『性別』で任せる仕事や役割を決めていることがある
●  男性から育児や介護休暇の申請があると「なぜ奥さ

ではないのだろうか」ととっさに思ってしまう
●  子育て中の女性に、転勤を伴う仕事の打診はしない

方がいいと思う

Ａ

Ｑ
　アンコンシャス・バイアスは誰にでもあっ
て、あること自体が問題という訳ではありま
せん。

　　　　過去の経験や、見聞きしたことに影響を受け
て自然に培われていくため、アンコンシャス・バイア
スそのものに良し悪しはありません。しかし、アンコ
ンシャス・バイアスに気づかずにいると、そこから生
まれた言葉が、知らず知らずのうちに相手を傷つけた
り、キャリアに影響をおよぼしたり、自分自身の可能
性を狭めてしまうなど、さまざまな影響があるため注
意が必要です。

Ａ

　アンコンシャス・バイアスから生まれる言動には「普
通そうだ」「こうあるべきだ」「どうせ無理だ」といっ
た決めつけや押しつけが挙げられます。
　例えば「子育て中の女性は普通、長期出張は無理だ」

「この仕事は、大抵の男性には無理だ」といったように、
自分の決めつけや押しつけの言動に気づいたなら「こ
れは私のアンコンシャス・バイアスかも」と疑ってみ
てください。
　頭ごなしに決めつけないこと、一人一人と対話をし
てみること、相手を尊重する心の姿勢を持つことがカ
ギを握ります。

アンコンシャス・バイアスは、解消できるも
のでしょうかＱ
具体的な対処法を３つ伝えますＡ

対処法１ 決めつけない、押しつけない

　相手の心の後味が、サインとなって表れます。『急に表情が曇った』『声のトーンが変わった』『キーボードを打つ音
が大きくなった』『オンライン会議中に急にビデオがオフになった』といったサインに気づいたなら「私のアンコンシ
ャス・バイアスによる言動が、相手の心の後味を濁したかも」と、ぜひ立ち止まってみてください。違和感をそのま
まにせず、フォローすることを心掛けてみてください。

対処法２ 相手の表情や態度の変化など『サイン』に注目する

　アンコンシャス・バイアスの正体は『自己防衛心』で
す。脳が無意識のうちに自分にとって都合のよい解釈
をすることによって起きています。自然の摂理であり、
完全に払拭することはできません。だからこそ、大切
なことはアンコンシャス・バイアスに気づこうと一人
一人が意識することです。
　「これって私のアンコンシャス・バイアスなのか」と
自分に問いながら、1 〜２週間アンコンシャス・バイア
スのメモを取ることもお薦めです。自分のモノの見方
のクセや、思考のクセに気づけるかもしれません。

対処法３ 自己認知

普通は…？
…するべき？

私たちが、アンコンシャス・バイアスと向き
合い続けていくためのポイントはありますかＱ
　過去の経験や見聞きしてきたことは、未来
への重要な財産です。
否定されるものではありません。一方で、

　『十
じっ

把
ぱ

一
ひと

絡
から

げなモノの見方が悪影響をもたらすことも
ある』という意識を持ち続けてみてください。大切な
ことは、一人一人、その時々と向き合うことです。「100
人に影響がなくても、101 人目に影響があるかもしれ
ない」「これまでに出会った 100 人の女性／男性はこ
うだったと決めつけずに、101 人目は違うかもしれな
い」「過去と今とでは違うかもしれない」といったよう
に、101 人目に思いをはせてみてください。

Ａ

アンコンシャス・バイアスへの気づきは、アンコンシャス・バイアスへの気づきは、
一人一人がイキイキと活躍する社会への第一歩一人一人がイキイキと活躍する社会への第一歩
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　市と市男女協働参画懇話会『いまりプラザ』は、地域の集まりや職場、学校、さまざまな場所に出向いて講座を
行っています。男女協働参画などについて、分かりやすく身近に感じてもらうため内容を工夫していますので、ぜ
ひ利用してください。

【 出前講座のテーマ例 】
　▷男女協働参画について全般的なこと　　　▷男女協働参画視点から考える防災
　▷ワーク・ライフ・バランス　　　　　　　▷ＤＶ防止に関すること
　▷ハラスメントに関すること　　　　　　　▷ＬＧＢＴＱへの理解
　▷アンコンシャス・バイアスに関すること　※そのほかの内容については相談してください。

【 申込・問合先 】
　企画政策課 男女協働推進係（伊万里市男女協働参画懇話会『いまりプラザ』事務局）
　電話：0955-23-2115　　メール：kikaku ＠ city.imari.lg.jp

　伊万里市は、平成 13 年１月 13 日に『男女共同参画都市宣言』をしました。
今年も宣言をした月である１月に合わせて、伊万里駅に横断幕を設置し、啓発活動
を行っています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

フォーラム参加者の声（抜粋）フォーラム参加者の声（抜粋）

令和６年度 男女協働参画フォーラムを開催しました令和６年度 男女協働参画フォーラムを開催しました

男女協働参画への理解を深めるために男女協働参画への理解を深めるために
『出前講座』を利用しませんか『出前講座』を利用しませんか

■  弁護士 田坂茜さんの講演会
「はて！？ジェンダーバイアスとは？」

　 　松本法律事務所（唐津市）の弁護士 田坂茜さん
が講師を務めた講演会では、バイアス（ｂｉａｓ）
という言葉が、偏見や先入観、偏りといった意味
を持ち、ジェンダーバイアスは『男らしさ』『女
らしさ』を基に男女の役割を考えることや、性差
に対して差別や偏見を持つことだと伝えました。

　 　そのほかにも、身近な性差によるバイアスや世
界のジェンダーギャップなど、幅広い内容の話が
ありました。

■  アンコンシャス・バイアスをテーマとした映画
『アンコン～夫婦あるある物語～』の上映

　※一社団法人 HAPPY WOMAN 協力

 ・ 何気ない言葉にもジェンダーバイアスがあ
る。国などは女性の活躍を推奨しているが、
ジェンダーバイアスの内容をみんなが理解し
ているのかは疑問がある。

・ フォーラムの参加者は女性が多かったので、
男性にもっと参加してほしい。

・ 思い込みは知識を得ることで少しずつ変わっ
ていくと思う。

・ 聞き馴染みがあった『職場の華・大黒柱』と
いう言葉にまだまだジェンダーバイアスがか
かっていると思う。

・ これまでの人生を変えていくことの難しさを
感じた。1日1日を気にかけながら生活したい。

・ 知らなかったでは済まされない。仕事で自分
の言動に気を付けたいと感じた。

特集 　　まずは気付くことが大切　　アンコンシャス・バイアス

講演会の様子講演会の様子

　昨年 10 月 14 日、市民センターで、市と市男女協働参画懇話会 いまりプラザが主催して『令和６年度 男女協
働参画フォーラム』を開催しました。
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スポーツ

　　
11
月
24
日
、
市
内
一
周
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
13
町
・

地
区
の
代
表
選
手
た
ち
が
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
11
・
12
区
で
コ
ー

ス
の
一
部
が
変
更
さ
れ
、
前
回
大

第
71
回
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

会
よ
り
も
距
離
が
１
・
７
㌔
短
く

な
っ
た
、
総
距
離
58
・
６
㌔
で
争

わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
終
盤
13
区
で
ト
ッ
プ

に
立
っ
た
伊
万
里
地
区
が
２
年
連

続
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
11
月
23
日
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
名
所
を
歩
い
て
巡
る
『
伊
万
里

ウ
オ
ー
ク
２
０
２
４
』
が
あ
り
、

市
内
外
か
ら
８
５
３
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
約
20
㌔
の
伊
万
里
湾

岸
を
通
る
コ
ー
ス
、
約
12
㌔
の
大

川
内
山
を
巡
る
コ
ー
ス
、
約
６
㌔

の
市
街
地
を
巡
る
コ
ー
ス
の
中
か

ら
自
分
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
市
街
地
を
巡
る
コ
ー
ス
で
は
、

参
加
者
が
伊
萬
里
津
大
橋
や
伊
万

里
川
に
架
か
る
三
つ
の
『
縁
起
橋
』

な
ど
を
歩
き
、
随
所
に
設
置
さ
れ

た
焼
き
物
の
壺
や
文
化
的
な
景
観

を
堪
能
し
、
古
伊
万
里
文
化
を
肌

魅
力
あ
ふ
れ
る
夢
の
ま
ち
　
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
２
０
２
４↑伊万里の『縁起橋』の１つに数えられる

相生橋を歩く参加者

で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
、
温
か
い
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
伊
万
里
牛

な
ど
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
秋
の
ひ
と

と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

１月の市民スポーツ

13 日（月・祝）
● 伊万里ハーフマラソン 2025
　午前 10 時スタート

　 市民センター前（スタート・ゴール）〜

　市街地〜伊万里湾周辺

17 日（金）
● 伊万里新春グラウンド・ゴルフ大会
　午前９時 10 分開会　

　国見台陸上競技場・国見台球技場

26 日（日）
● 市卓球選手権大会
　午前９時開会　国見台体育館

順位 町（地区）名 記　録

優 勝 伊万里 3：24：04

２ 位 二　里 3：24：50

３ 位 山　代 3：26：21

４ 位 松　浦 3：33：41

５ 位 南波多 3：33：52

６ 位 大川内 3：34：52

７ 位 大　坪 3：35：25

８ 位 大　川 3：36：17

９位 東山代 3：39：50

10位 立　花 3：40：50

11位 黒　川 3：44：08

12 位 牧　島 3：50：53

13 位 波多津 3：56：17

躍進賞 大坪（11 分38 秒短縮）

区間 氏　名 記　録

１区（3.3km） 山口 茂幸（山代） 11：30

２区（4.6km） 松尾 怜真（伊万里） 16：12

３区（5.3km） 飛松 大智（山代） 17：49

４区（1.7km） 土田 莉緒（東山代） 06：02

５区（1.2km）
川浪 隆輝（東山代） 03：49

隅田 愛莉（立花） 04：49 ★

６区（1.0km）
南    陸希（立花） 03：29

牧瀬 愛來（牧島） 03：47 ★

７区（3.8km） 深谷 弦汰（二里） 12：49

８区（6.6km） 古賀 隆徳（山代） 21：53

９区（4.9km） 中里 祥太朗（伊万里） 17：41

10 区（7.7km） 四辻    剛（山代） 25：05

11 区（5.9km） 大川内 健太（牧島） 18：54

12 区（5.1km） 小田川 貴宏（二里） 17：28

13 区（4.9km） 松田 一気（伊万里） 17：08

14 区（2.6km）
植松 海琉（黒川）

08：49
石田 蒼介（二里）

※５・６区は、それぞれの区間で１番タイムが速かった
男女のうち、よりタイムが早い選手が区間賞で、もう
１人が敢闘賞（★）です。

※記録の赤字は大会新記録です。

区間賞 総合順位

↑ トップでゴールテープを切る伊万里地
区アンカーの野﨑亮羽選手

↑ 新しく中継所となった『四季の
里大川前』でのたすきリレー

82025.1 広報いまり



スポーツ

　
11
月
24
日
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
・
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式
が
市
役
所
で

あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

▼
故 

岩
政 

祐
人
さ
ん

（
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

▼
大
宅 

弘
幸
さ
ん

（
二
里
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

▼
故 

櫻
井 

正
寛
さ
ん

（
東
山
代
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

▼
内
山 

哲
治
さ
ん
（
市
卓
球
協
会
）

▼
宮
地 

耕
太
郎
さ
ん（
市
水
泳
協
会
）

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

▼
通
谷 

律
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）

▼
通
谷 

結
太
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）

令
和
６
年
度 

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

▼
梅
崎 

か
お
り
さ
ん

（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

▼
宮
地 

節
生
さ
ん

（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

▼
柳
本 

幸
之
介
さ
ん
（
水
泳
）

▼
金
丸 

実
結
さ
ん
（
少
林
寺
拳
法
）

▼
牧
瀬 

翼
さ
ん
（
自
転
車
）

▼
山
口 

真
尋
さ
ん
（
な
ぎ
な
た
）

▼
百
武 

強
士
さ
ん
（
陸
上
）

▼
村
上 

勝
也
さ
ん
（
陸
上
）

▼
大
川
内 
健
太
さ
ん
（
陸
上
）

▼
橋
口 
拓
仁
さ
ん

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

▼
森
山 

大
樹
さ
ん
（
水
泳
）

▼
津
上 

和
也
さ
ん
（
水
泳
）

▼
北
島 

心
愛
さ
ん
（
水
泳
）

▼ 

伊
万
里
市
成
年
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

ク
ラ
ブ

▼
木
山 

力
さ
ん
（
水
泳
）

▼
寺
川 

璃
音
さ
ん
（
水
泳
）

▼
久
野 

凛
さ
ん
（
空
手
道
）

▼
伊
万
里
中
学
校
空
手
道

　（
久
野 

凛
さ
ん
、田
中 

茉
緒
さ
ん
、

　 

久
野 

萌
衣
さ
ん
）

▼
田
中 

左
之
助
さ
ん
（
陸
上
）

▼
瀧
本 

煌
空
さ
ん
（
陸
上
）

▼
徳
永 

莉
子
さ
ん
（
陸
上
）

▼
平
山 

彩
音
さ
ん
（
柔
道
）

▼
吉
原 

勘
九
朗
さ
ん
（
サ
ッ
カ
ー
）

▼ 

啓
成
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
子

●

期
　
日

　
11
月
９
日

●

場
　
所

　
国
見
台
体
育
館

《
市
内
学
校
・
選
手
の
上
位
成
績
》

◆
男
子
団
体

▽
優
　
勝
　
国
見
中
学
校

▽
３
　
位
　
啓
成
中
学
校

◆
１
年
男
子
個
人

▽
優
　
勝
　
藤
川 

大
輝
（
国
見
中
）

▽
２
　
位
　
池
田 

智
久
（
東
陵
中
）

◆
２
年
男
子
個
人

▽
優
　
勝
　
光
武 

万
里
（
国
見
中
）

▽
２
　
位
　
松
尾 

宗
汰
（
伊
万
里
中
）

▽
３
　
位
　
前
山 

幌
宙
（
啓
成
中
）

　
　
　
　
　
前
田 

蒼
（
啓
成
中
）

◆
女
子
団
体

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
中
学
校

▽
２
　
位
　
国
見
中
学
校

▽
３
　
位
　
東
陵
中
学
校

　
　
　
　
　
青
嶺
中
学
校

◆
１
年
女
子
個
人

▽
優
　
勝
　
米
岡 

明
莉
（
国
見
中
）

▽
２
　
位
　
井
手 

華
乃
（
国
見
中
）

▽
３
　
位
　
関 

結
乃
（
伊
万
里
中
）

　
　
　
　
　
本
村 

椿
姫
（
啓
成
中
）

◆
２
年
女
子
個
人

▽
優
　
勝
　
松
尾 

虹
采
（
伊
万
里
中
）

▽
２
　
位
　
内
山 

希
泉
（
伊
万
里
中
）

▽
３
　
位
　
原
田 

柚
（
伊
万
里
中
）

　
　
　
　
　
寄
谷 

沙
良
（
伊
万
里
中
）

▼
森 

元
太
郎
さ
ん
（
陸
上
）

▼
啓
成
中
学
校
陸
上
部
女
子

　（
池
田 

恵
梨
さ
ん
、木
須 

芽
さ
ん
、

 

　
吉
田 

彩
乃
さ
ん
、井
手 

希
さ
ん
）

▼
啓
成
中
学
校
駅
伝
部
男
子

▼
藤
森 

駿
介
さ
ん
（
陸
上
）

▼
分
藤 

大
和
さ
ん
（
卓
球
）

▼
国
見
中
学
校
野
球
部

▼
敬
徳
高
校
卓
球
部
男
子

▼
敬
徳
高
校
卓
球
部
女
子

▼
敬
徳
高
校
剣
道
部
男
子

▼
笹
川 

大
心
さ
ん
（
剣
道
）

▼
小
幡 

真
弘
さ
ん
（
剣
道
）

▼
宮
崎 

葵
さ
ん
（
剣
道
）

▼ 

伊
万
里
実
業
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

男
子

▼
浦
川 

海
來
さ
ん
（
陸
上
）

伊
西
地
区
中
学
新
人

卓
球
大
会

↑ 表彰を受ける女子ホッケークラブの代表選
手。ＳＡＧＡ 2024 で、地元の声援を後
押しにして、全国３位の成績を収めました

Ｊ
Ｆ
Ａ
杯
第
48
回

全
日
本
Ｕｰ

12
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
県
大
会

●

期
　
日
　
11
月
19
・
24
日

●

場
　
所

　
西
多
久
多
目
的
運
動
広
場
ほ
か

▽
３
　
位
　
大
坪
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

↑ チームに所属する約 50 人の中
から選抜された選手で戦いま
した

　
12
月
２
日
、
啓
成
中
学
校
駅
伝

部
男
子
の
部
員
た
ち
が
『
佐
賀
県

中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
』
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

を
報
告
す
る
た
め
、
深
浦
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　『
第
32
回
全
国
中
学
校
駅
伝
大

会
』
は
、
昨
年
の
12
月
15
日
に
滋
賀

県
の
希
望
丘
文
化
公
園
で
行
わ
れ
、

１
区
林
田
皇
晟
さ
ん
、
２
区
土
谷

健
琉
さ
ん
、
３
区
相
良
斗
真
さ
ん
、

４
区
前
山
壱
琉
さ
ん
、
５
区
山
口
煌

さ
ん
、
６
区
森
元
太
郎
さ
ん
が
出
場

し
、
懸
命
に
た
す
き
を
つ
な
い
だ
結

果
、
40
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

啓

成

中

学

校

駅

伝

部

男

子

全
国
大
会
出
場

↑ 全国大会出場は今回が２年振り２回目で、部員たちは、
市長にそれぞれの思いや意気込みを話しました
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ほがらか

　
11
月
29
日
、
市
は
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
協
議
会
が
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
各
会
場
で
、
全
国
か
ら
の
来
場

者
に
伊
万
里
牛
汁
や
伊
万
里
梨
の

『
ふ
る
ま
い
』
に
よ
っ
て
、
市
の
魅

力
発
信
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と

に
謝
意
を
表
明
す
る
た
め
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
に
感
謝
状

↑ 感謝状を市長と掲げる食生活改善推進
協議会の長野実佳会長（左から２人目）

　百歳の誕生日おめでとうございます。長寿を祝って
記念の飾り皿を贈呈しました。

百寿記念品贈呈

長生きの秘訣は
　80 歳まで牛の畜産業を営み、牛を
育てていました。いまは昔の話など
をみなさんに語ることが楽しみです。

松髙　九州男さん（南波多町）
11 月 20 日生まれ

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　家庭菜園が趣味で、花や野菜を作っ
ていました。また、食べ物は好き嫌
いなく何でもおいしく食べています。

久我　ミヨシさん（脇田町）
11 月 18 日生まれ

除じ
ょ

夜や

の
鐘か

ね  
聞き

き
終お

え
て
か
ら  

初は

つ

詣も

う

で  

　
　
　
　  
　
　
　
　
無む

病
び
ょ
う

息そ

く

災さ

い  

家か

内な
い

安あ
ん

全ぜ
ん

西に
し

　
　
泰た
い

然ぜ
ん

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

萩は
ぎ

原は
ら

　
豊と
よ

彦ひ
こ

し
あ
はわ

せ
の
鉢は

ち

よ
り
溢あ

ふ

れ
福ふ

く
じ
ゅ
そ
う

寿
草

　
11
月
24
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
市

制
施
行
70
周
年
記
念
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
午
前
・
午
後

の
２
回
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
多

く
の
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
祭
り
広
場
で
は
『
は

た
ら
く
の
り
も
の
』
や
『
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
』
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
親
子
連
れ
は
楽
し
そ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ケ
ロ
ポ
ン
ズ
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

↑ 『すかんぽ（入江）』と『ケロポンズ』
の共演に会場は沸きました ↑みんなで踊った『エビカニクス』

　
11
月
23
日
、
伊
万
里
の
秋
を
代

表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
『

Ｃ
ｙ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ 
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ

伊
万
里
湾
大
花
火
２
０
２
４
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
ツ
島
会
場
（
黒
川
町
）
に
は
、

物
産
展
や
迫
力
満
点
の
花
火
を
楽

し
も
う
と
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ

ま
し
た
。
会
場
の
特
設
エ
リ
ア
で

は
、
ア
ニ
メ
『
ゾ
ン
ビ
ラ
ン
ド
サ

ガ 

リ
ベ
ン
ジ
』
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

と
し
て
物
販
コ
ー
ナ
ー
や
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
コ
ス
プ
レ
を

し
た
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
駆
け
つ
け

る
な
ど
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

　
午
後
７
時
に
打
上
花
火
が
始
ま

る
と
、
夜
空
に
広
が
る
光
の
芸
術

に
観
客
た
ち
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｃ
ｙ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ 

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ

伊
万
里
湾
大
花
火↑ 伊万里の夜空を大輪の花が彩りました
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ほがらかほがらか

地域を守る地域を守る

消防団 !!消防団 !! vol. ６　東山代分団

　消防団は、大切な人や大好きなまちを火災など
の災害から守るために日々活動しています。
　このコーナーでは、隔月シリーズで『伊万里市
消防団 1 本部・11 分団』を紹介します。

　日頃から東山代分団の活動に支援と協力をあ　日頃から東山代分団の活動に支援と協力をあ
りがとうございます。現在、分団は全６部、66りがとうございます。現在、分団は全６部、66
人の団員で活動していて、地域の安全や安心を人の団員で活動していて、地域の安全や安心を
守るため、全団員の力を合わせて広報活動やポ守るため、全団員の力を合わせて広報活動やポ
ンプ取扱い訓練を行っています。ンプ取扱い訓練を行っています。
　近年、団員数が減り、広報活動　近年、団員数が減り、広報活動
を始めとした地域全体の活動が困を始めとした地域全体の活動が困
難になりつつあります。難になりつつあります。
　新入団員を募集しています。私　新入団員を募集しています。私
たちと一緒に地域の安全を守り、たちと一緒に地域の安全を守り、
安心して暮らせる環境を作りま安心して暮らせる環境を作りま
しょう。しょう。

● 問合先問合先　　消防調整課消防団係（消防調整課消防団係（  ☎☎ 23-211823-2118））

　東山代町を管轄する東山代分団は、地域の特性や

ニーズに応じた活動を展開し、地域との絆を深める

ことを目指しています。

　団員は定期的な訓練を通じて技術を磨き、迅速か

つ的確な対応が出来るように努めています。また、

地域のイベントに積極的に参加し、消防団の役割や

重要性を広める活動も行っています。 夏季点検の様子夏季点検の様子

分団の紹介分団の紹介

火災を想定した放水訓練の様子火災を想定した放水訓練の様子 多久島輝司分団長多久島輝司分団長

分団長のひと言分団長のひと言

『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）

ア ル バ ム

わが家の

前
まえ

田
だ

 侑
ゆう

磨
ま

さん

＊雄
ゆう

二
じ

・真
ま

由
ゆ

美
み

さんの子

＊脇田町

お
し
ゃ
べ
り
好
き
な
侑
磨
く
ん
♥

い
つ
も
歌
っ
て
踊
っ
て
家
の
中
が

に
ぎ
や
か
♫
４
月
か
ら
１
年
生
♪

授
業
中
は
お
し
ゃ

べ
り
で
き
な
い

か
ら
今
の
う
ち

に
い
っ
ぱ
い

お
し
ゃ
べ
り
し

て
お
こ
う
ね
☆

(     )５歳
10 か月

ぼ
く
は
と
に
か
く
元
気
で
お

し
ゃ
べ
り
が
好
き
♪
パ
パ
と
マ

マ
が
話
し
て
い
る
と
、
つ
い
間
に

入
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
く
な

る
ん
だ
☆
好
き
な
遊
び
は
サ
ッ

カ
ー
や
ゲ
ー
ム
♫
最
近
は
ベ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
グ
ッ
ズ
集
め
に
夢

中
だ
よ
♥
今
年
剣
道
を
始
め
て

稽
古
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
よ
☆

いまり 決まり！で、

働くなら

吉
よし

田
だ

 茉
ま

莉
り

 さん

（24歳・立花町）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　 

配
電
盤
を
製
造
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　 

メ
モ
を
取
る
こ
と
や
ミ
ス
を
減

ら
す
こ
と
で
す

◇ 

仕
事
の
目
標

　 

自
信
を
持
て
る
配
電
盤
づ
く
り

や
学
ん
で
き
た
こ
と
を
し
っ
か

り
と
後
輩
に
伝
え
る
こ
と
で
す

◇ 

自
己
Ｐ
Ｒ

　 

笑
う
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
好
き
で
す

◇ 

趣
味
・
特
技

　 

家
族
と
の
外
出
や
ド
ラ
イ
ブ
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す

◇ 

市
民
へ
一
言

　 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
１

年
に
し
ま
し
ょ
う
！

◆  テラサキ伊万里株式会社
( 山代町 )

◆ 平成 30 年４月入社
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郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
22
‐
１
２
６
２
）

　
伊
万
里
保
育
園
に
あ
る
し
だ
れ

椋
は
、
昭
和
48
年
に
伊
万
里
市
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
椋
は
ニ
レ
科
の
落
葉
広
葉
樹
で
、

本
州
中
部
か
ら
以
南
の
山
野
に
自

生
し
て
い
ま
す
。
春
に
な
る
と
新

葉
と
と
も
に
淡
い
緑
の
花
が
咲
き
、

そ
の
後
は
球
形
の
緑
の
実
を
付
け

ま
す
。
秋
に
な
る
と
実
は
紫
黒
に

熟
し
、
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
し
だ
れ
椋
の
大
き
さ
は
、
高
さ
約

24
㍍
、
幹
回
り
４
㍍
で
、
枝
張
り

は
東
西
約
20
㍍
、
南
北
約
21
㍍
で
、

高
さ
約
10
㍍
付
近
ま
で
は
、
ほ
ぼ
垂

直
に
伸
び
て
い
て
、
小
枝
が
簾
の
よ

う
に
長
く
垂
れ
さ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
し
だ
れ
た
枝
を
持

つ
樹
木
と
し
て
は
、
サ
ク
ラ
や
ウ

メ
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

椋
は
大
変
珍
し
く
、
学
術
的
に
貴

重
な
も
の
で
す
。
市
内
に
は
、
南

波
多
町
原
屋
敷
大
野
岳
集
落
内
に

も
し
だ
れ
椋
の
古
木
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
し
だ
れ
椋
が
あ
る
伊
万

里
保
育
園
で
す
が
、
さ
か
の
ぼ
る

と
江
戸
時
代
は
佐
賀
藩
の
年
貢
米

を
納
め
る
た
め
の
蔵
が
、
明
治
時

代
に
は
伊
万
里
小
学
校
が
、
そ
の

後
は
伊
万
里
高
等
青
年
学
校
が
、

戦
後
は
伊
万
里
中
学
校
が
あ
っ
た

場
所
で
し
た
。

　
し
だ
れ
椋
は
、
明
治
時
代
か
ら

現
在
ま
で
の
間
、
子
ど
も
た
ち
が

遊
ぶ
場
所
に
存
在
し
て
い
て
、
こ

れ
ら
の
場
所
で
幼
少
期
を
過
ご
し

た
人
に
と
っ
て
は
『
思
い
出
の
木
』

と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
だ
れ
椋
を
見
学
し
た

い
場
合
は
、
伊
万
里
保
育
園
に
許

可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

し
だ
れ
椋

〜
伊
万
里
市
の
天
然
記
念
物
シ
リ
ー
ズ
⑤
〜

　
研
修
会
や
講
演
会
に
参
加
す
る

と
「
人
権
感
覚
を
磨
く
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
聞
き
慣
れ

た
言
葉
な
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も

『
人
権
感
覚
』
と
は
ど
の
よ
う
な
感

覚
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
『
変
な
こ

と
』
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
葬

儀
の
後
に
『
清
め
の
塩
』
を
ふ
る

風
習
や
『
結
婚
式
は
仏
滅
の
日
を

避
け
る
』
と
い
う
考
え
方
な
ど
、

子
ど
も
に
は
説
明
で
き
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
。
生
ま
れ
た
場
所
や

育
っ
た
場
所
、
住
ん
で
い
た
場
所

で
人
の
値
う
ち
に
差
を
つ
け
る

『
部
落
差
別
』
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
日
本
で
は
「
み
ん
な
が
言
っ
て

い
る
か
ら
」
と
周
囲
の
意
見
に
左

右
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
一
見
あ
た
り
ま

え
に
思
え
る
こ
と
に
「
ち
ょ
っ
と

変
じ
ゃ
な
い
か
」
と
疑
問
を
持
つ

こ
と
が
『
人
権
感
覚
』
と
言
え
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
疑
問
を
持
つ
こ
と
で
「
正
し
い

こ
と
を
知
り
た
い
」
と
い
う
向
上

心
が
生
ま
れ
ま
す
。
正
し
い
こ
と

を
知
る
こ
と
で
、
や
が
て
子
ど
も

に
説
明
で
き
な
い
『
変
な
こ
と
』

を
な
く
す
行
動
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
行
動
は
『
新
た

な
疑
問
を
抱
く
』
と
い
う
好
循
環

へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
社
会
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
は
同
和
地
区
に
対
す
る
根
拠
の

な
い
噂
や
誹ひ

謗ぼ
う

中
ち
ゅ
う

傷し
ょ
うが

書
き
込
ま

れ
た
サ
イ
ト
が
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
正
し
い
知
識
が
な
い
と
誤
っ
た

情
報
を
信
じ
て
し
ま
い
、
自
分
が
差

別
を
す
る
立
場
に
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
正
し
く

知
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
目
標
に
「
人
権
感
覚
を
磨

く
」
を
加
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
あ
な
た
の
一
歩
が
社

会
を
変
え
る
力
に
な
り
ま
す
。

　
新
年
の
は
じ
ま
り
に

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo.274

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係（
☎
23
‐
３
１
８
６
）

↑ 人 KEN まもる君と人 KEN あゆみ
ちゃんが駆けつけてくれました

　
11
月
11
日
、大
川
内
小
学
校
で『
人

権
の
花
』
観
賞
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　『
人
権
の
花
』
運
動
と
は
、
年
間

を
通
し
た
花
の
植
栽
や
管
理
を
通

じ
て
、
児
童
の
思
い
や
り
や
協
力

す
る
心
を
育
て
よ
う
と
、
唐
津
・

伊
万
里
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
、
小
学
生
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
『
人
権
の
花
』
運
動
に

取
り
組
ん
だ
大
川
内
小
学
校
の
児

童
た
ち
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な

ど
６
種
類
の
花
を
こ
れ
ま
で
大
切

に
育
て
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
全
校
児
童
が
体
育

館
に
集
ま
り
、
育
て
た
花
を
観
賞

し
な
が
ら
、
花
を
育
て
る
な
か
で

感
じ
た
こ
と
や
人
権
に
つ
い
て
考

え
た
り
学
ん
だ
り
し
た
こ
と
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。

『

人

権

の

花

』

観

賞

会

↑ 伊万里市天然記念物
『しだれ椋』

教育と文化
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11
月
25
日
、
伊
万
里
市

教
育
委
員
会
表
彰
式
が

市
役
所
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
文
化
の
日

に
ち
な
み
、
教
育
や
学

術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
た
個
人
や
団

体
、
機
関
を
表
彰
す
る

も
の
で
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
学
校
教
育
】

▼
笹
山 

清
彦
さ
ん

▼
門
司 

幸
男
さ
ん

▼
田
中 

紘
一
郎
さ
ん

【
青
少
年
育
成
】

▼
井
手 

み
ど
り
さ
ん

【
文
化
・
芸
術
】

▼
古
川 

圓
さ
ん

【
学
習
活
動
】

▼
辻
川 

櫂
さ
ん

【
ス
ポ
ー
ツ
】

▼
故 

岩
政 

祐
人
さ
ん

▼
通
谷 

律
さ
ん

▼
通
谷 

結
太
さ
ん

▼
牧
瀬 

翼
さ
ん

▼
久
富 

一
寛
さ
ん

▼
吉
原 
勘
九
朗
さ
ん

▼
小
幡 
真
弘
さ
ん

▼
笹
川 

大
心
さ
ん

▼
宮
崎 

葵
さ
ん

▼ 

伊
万
里
市
成
年
女
子

ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

▼
前
山 

翔
祐
さ
ん

▼
大
川
内 

健
太
さ
ん

▼
村
上 

勝
也
さ
ん

▼
百
武 

強
士
さ
ん

▼
津
上 

和
也
さ
ん

▼
森
山 

大
樹
さ
ん

▼
北
島 

心
愛
さ
ん

▼
宮
地 

節
生
さ
ん

▼
梅
崎 

か
お
り
さ
ん

▼
大
川
内 

和
也
さ
ん

インフォメーションi

市
教
育
委
員
会
表
彰

◆意見提出をお願いする資料
　⑴『第３次伊万里市環境基本計画』（案）
　⑵『第３期伊万里市子ども・子育て支援事業計画』（案）
◆意見募集期間
　⑴１月６日（月）〜 29 日（水）必着
　⑵１月 27 日（月）〜２月 20 日（木）必着
◆案の公表場所・入手先　① 各問合先、市民情報コー
　ナー、各コミュニティセンター、市民図書館
　②市ホームページ　https://www.city.imari.lg.jp

◆意見の提出方法　意見は住所・氏名（または団体名）を
　明記のうえ、次のいずれかの方法で提出してください。
①メール　⑴ kankyou@city.imari.lg.jp
　　　　  ⑵ kosodate@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地１
　伊万里市役所　※宛名は各問合先です。
③直接提出　『案の公表場所・入手先』の①のいずれか
　に持参してください。
④ファックス　⑴ 23 ｰ 2121　⑵ 22-7650

パブリックコメント案内パブリックコメント案内

　
市
は
、
伊
万
里
市
環
境
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
環
境
に

関
す
る
各
種
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
『
伊
万
里
市
環
境
基
本
計

画
』
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
の
第
３
次
計
画
へ

の
改
定
に
併
せ
て
、
世
界
的

⑴
『
第
３
次
伊
万
里
市
環
境
基
本
計
画
』（
案
）

な
脱
炭
素
化
の
流
れ
を
踏
ま

え
『
伊
万
里
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）』
及お
よ

び
『
伊
万
里
市
気
候

変
動
適
応
計
画
』
を
内
包
し

た
計
画
と
し
て
い
て
、
計
画

期
間
は
令
和
７
年
度
か
ら
16

年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

　
市
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
６

年
度
ま
で
を
第
２
期
と
す
る

『
伊
万
里
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
』
を
策
定
し
、

生
ま
れ
る
前
か
ら
乳
幼
児
期

を
経
て
青
少
年
期
に
至
る
ま

で
の
、
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
を

対
象
と
し
、
本
市
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
の
育
成
支
援
に
係

る
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

⑵
『
第
３
期
伊
万
里
市
子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
事
業
計
画
』（
案
）

　
今
年
度
は
、
令
和
７
年
度

か
ら
11
年
度
ま
で
を
第
３
期

と
す
る
『
伊
万
里
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
』
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
や
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
で
審
議
を
重
ね

な
が
ら
策
定
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

● 

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
保
育
係（
☎
23
‐
２
１
７
４
）

● 

問
合
先
　
環
境
政
策
課 

脱
炭
素
社
会
推
進
室（
☎
23
‐
２
１
４
４
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

↑ 受賞した皆さん（前列）と関係者
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インフォメーションi

１．人件費                                                      （令和５年度普通会計決算額）

住民基本台帳人口
Ｒ 6.3.31現在 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
４年度の
人件費率

人 千円 千円 千円 ％ ％
51,939 33,236,164 901,549 3,989,151 12.0 12.0

※人件費には、特別職の職員（市長や市議会
議員、各種委員など）、会計年度任用職員
の給与（給料および手当）や報酬を含み
ます。

※普通会計とは、地方財政の統計上、統一的
に用いられる会計区分です。

４．職員の初任給（給料）
 （令和６年４月１日）

区　分 伊万里市 国

一般行政職
大学卒

円 円
196,900 196,200

高校卒 166,700 166,600

技能労務職 高校卒 162,100 164,000

５．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額
（令和６年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒

円 円 円
251,000 285,000 356,975

高校卒 221,700 268,300 324,700

技能労務職 高校卒 242,600 267,300 282,300

２．職員給与費                                                     （令和５年度普通会計決算額）

職員数
（Ａ）

職　員　給　与　費 １人当たり
平均給与額

（Ｂ）／（Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人 千円 千円 千円 千円 千円
406 1,518,206 292,944 594,257 2,405,407 5,925

※職員数は、一般職の職員（特別職・会
計年度任用職員以外）の人数です。

※職員手当は、退職手当を除いた額です。

６．職員手当
①期末・勤勉手当

（令和６年４月１日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当

市

6月期
月分 月分

1.225 1.025

12月期 1.225 1.025

合  計 2.450 2.050

国

6月期 1.225 1.025

12月期 1.225 1.025

合  計 2.450 2.050

※職制上の段階や職務の級などによ
る加算措置があります。

　市職員の給与は、地方公務員法に基づき、国家公務員やほかの地
方公共団体の職員給与との均衡などを考慮して条例で定めています。
市職員給与の現状と人事行政運営などの状況をお知らせします。

● 問合先　総務課職員係（　 ☎ 23 ｰ 2127）

③時間外勤務手当

区　分 支給総額 職員１人当たり
の平均支給月額

令和４年度
円 円

162,685,792 32,511

令和５年度 163,404,759 33,540

７．特別職の報酬                                   （令和６年４月１日現在）

区　分 給　料 報　酬
期末手当

6月期 12月期 合 計

市　長
円 円 月分 月分 月分

946,000

1.7 1.7 3.4

副市長 755,000

議　長 486,000

副議長 435,000

議　員 407,000

伊万里市職員給与の現状

②退職手当
（令和６年４月１日現在）

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35 年 最高限度額
定年前

早期退職
特別措置

1 人あたり
平均支給額

（令和５年度）

自己
都合

市
月分 月分 月分 月分 % 千円

19.6695 28.0395 39.7575 47.709
2 〜 20 —

国 2 〜 45 —

勧奨・
定年

市
24.586875 33.27075 47.709 47.709

2 〜 20 20,766

国 2 〜 45 —

３．職員の平均給料月額と平均年齢
（令和６年４月１日現在）

区　分
伊万里市（平均） 国（平均）

給料月額 年齢 給料月額 年齢

一般行政職
円 歳 円 歳

378,245 41.8 405,378 42.1

技能労務職 394,439 53.3 330,553 51.2

※一般行政職とは、一般職のうち、税務職や福祉職、
保健職、教育職、企業職を除く職員です。

※国の数値は、『国家公務員給与等実態調査』（人事院）
によるものです。
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インフォメーションi

１．職員の競争試験                                          （令和５年度）

区　分 申込者数 受験者数
（Ａ）

最終合格
者数（Ｂ）

競争率
（Ａ）／（Ｂ）

一般事務
人 人 人 倍

186 145 8 18.13

社会福祉士 6 5 2 2.5

文化財担当職 1 1 0 —

土　木 11 5 1 5

保健師 7 4 0 —

※最終合格者 11 人は、令和６年４月１日付けで採用

２．職員の任免（異動、採用、退職など）
①異動者数                                       （令和５年度）

区　分 男 性 女 性 合 計

部 長 級
昇　任

人 人 人
5 1 6

その他 3 0 3

課 長 級
昇　任 5 0 5

その他 10 1 11

副課長級
昇　任 7 4 11

その他 9 3 12

係 長 級
昇　任 11 14 25

その他 17 13 30

一般職級
昇　任 — — —

その他 46 23 69

合　計
昇　任 28 19 47

その他 85 40 125

②採用者数          （令和５年度）
区　分 男性 女性 合計

一般事務
人 人 人

5 3 8
社会福祉士 1 1 2

土　木 1 0 1
合　計 7 4 11

③退職者数          （令和５年度）
区　分 男性 女性 合計

定年退職 人 人 人
0 0 0

勧奨退職 4 0 4

普通退職 4 3 7

死亡退職 0 0 0

任期満了 1 0 1

合　計 9 3 12

人事行政運営などの状況

３．職員の時間外勤務、休暇など
①時間外勤務・休日勤務                            （令和５年度）

総時間数 職員１人当たりの
勤務平均時間数

時間 時間
75,504 178.0

③育児休業                                                 （令和５年度）
区　分 男　性 女　性 合　計

承認件数 件 件 件
7 8 15

期間延長の承認件数 0 0 0
期間短縮の承認件数 0 0 0

４．職員の分限・懲戒処分
①分限処分                                                （令和５年度）

区　分 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くない場合 人 人 人 人 人
0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 8 0 8
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0
合　計 0 0 8 0 8

②懲戒処分　該当なし（令和５年度）

５．職員の研修および人事評価
①研修                                                        （令和５年度）

内　容 件数

階層別研修 新規採用職員、新任係長、新任課長、
監督者など

人
99

実務研修 税務、公会計、財務、行政法、契約
など 120

課題研修 人事評価制度基本研修、民間企業体
験研修など 215

派遣研修 自治大学校、県派遣研修など 21

接遇研修 組織接遇力研修、新採職員接遇実践
研修 66

同和問題研修 職員同和問題研修、同和問題地区別
研修など 983

その他研修 市町村行政講演会、交通安全講習会
など 676

合　計 2,180

６．職員の福利厚生（令和５年度）
　　地方公務員法第 42条の規定に基づき、職員の保健

および福利厚生の増進を目的として、伊万里市職員
共済会が設置されています。

　▷市職員共済会に対する公費負担額　2,210,000 円

②人事評価（令和５年度）
　（回数）１回 ／ （時期）１月 ／（対象者）492 人

８．退職者の再就職                                          （令和５年度末退職者）

退職時の
役職

市再任用職員 公益法人など 民間企業 合　計

男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性

部 長 級 人 人 人 人 人 人 人 人
0 0 0 0 0 0 0 0

課 長 級 1 0 0 0 0 0 1 0
副課長級 1 0 0 0 0 0 1 0
係 長 級 0 0 0 0 0 0 0 0
一般職級 0 0 0 0 0 0 0 0
合　計 2 0 0 0 0 0 2 0

７．職員の勤務条件に関する措置要
　  求、不利益処分に関する審査請
　  求などの利益の保護
      （令和５年度）

①勤務条件に関する措置の要求
　該当なし
②不利益処分に関する審査請求
　該当なし

②年次有給休暇の取得                                   （令和５年）
総付与日数

（Ａ）
総取得日数

（Ｂ）
対象職員数

（Ｃ）
平均取得日数
（Ｂ）／（Ｃ）

取得率
（Ｂ）／（Ａ）

日 日 人 日 ％
15,363 4,610 418 11.02 30
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インフォメーションi

● 

国
民
健
康
保
険
と
は

　
国
民
健
康
保
険
と
は
、医
療
保
険

　 

制
度
の
一
つ
で
あ
り
、
主
に
自

営
業
や
農
業
に
従
事
し
て
い
る

人
、
退
職
し
た
人
な
ど
、
ほ
か

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
75
歳
未
満
の
人
が
加
入
し
て

い
る
も
の
で
す
。
国
民
健
康
保

険
制
度
と
は
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
が
お

金
を
出
し
合
い
、
互
い
に
助
け

合
う
大
切
な
仕
組
み
の
こ
と

で
、
伊
万
里
市
民
の
約
20
㌫
が

加
入
し
て
い
ま
す
。

●

国
民
健
康
保
険
税
率
の
統
一
化

　
近
年
、
医
療
費
が
増
加
し
、
ま

　
た
、
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る

　
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
民
健
康
保

　 

険
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
佐

賀
県
が
、
平
成
30
年
度
の
国
民

健
康
保
険
制
度
改
革
に
伴
い
、

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
て

国
民
健
康
保
険
の
運
営
で
中
心

的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
佐
賀
県
は
、
県
内
の

市
町
が
国
民
健
康
保
険
を
運
営

す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、

毎
年
、
標
準
的
な
保
険
税
率
を

算
定
し
公
表
し
て
い
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、
令

和
11
年
度
ま
で
は
県
が
示
す
標

準
的
な
保
険
税
率
を
参
考
に
各

市
町
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
令
和
12
年
度
か
ら
は

県
内
で
統
一
さ
れ
ま
す
。

●

伊
万
里
市
の
現
状

　 

市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
税
率
を
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
が
、
年
々
、
医
療
費

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
の
運
営
が
難
し
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
は
、
令
和

12
年
度
か
ら
県
内
の
保
険
税
率

が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
向
け
て
、

緩
や
か
な
税
率
改
定
が
で
き
な

い
か
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

●

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
国
民
健
康
保
険
の
制
度
を
維
持

　
し
、
よ
り
効
果
的
に
運
営
す
る
に

　
は
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
理
解
と
協

　
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
個
人
が

　
健
康
を
管
理
し
、
適
切
な
医
療
を

　
受
け
る
こ
と
が
、
制
度
全
体
の
持

　
続
可
能
性
を
高
め
将
来
の
負
担
を

　 

軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
健
康
維
持
を
心
が
け
、
医
療

費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
さ
さ
え
る
国
民
健
康
保
険

令
和
12
年
度
か
ら
税
率
が
県
内
で
統
一
さ
れ
ま
す

● 

問
合
先
　
市
民
課
年
金
保
険
係（
☎
23
‐
２
１
５
３
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
戸
籍
証
明
書
が

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
戸
籍
謄
本
・
戸
籍
抄

本
・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
も
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用

　
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
暗
証

　
番
号
〔
数
字
４
桁
〕
を
登
録
し

　
た
も
の
）

　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

※
各
店
舗
の
利
用
時
間
内
に
限
り

　
ま
す
。

※
シ
ス
テ
ム
休
止
日
は
利
用
で
き

　
ま
せ
ん
。

必
要
な
も
の

利
用
で
き
る
時
間

利
用
で
き
る
店
舗

証明書の種類 手数料（１通） 対　象

住民票の写し

300 円

市に住民登録がある
人。本人のみが取得
できます。また、住
民票の写しは、同一
世帯の人も取得でき
ます。

印鑑登録証明書

所得証明書

課税・所得証明書

所得証明書
（児童手当用）

戸籍謄本 450 円 市に本籍がある人で、
本人および同一戸籍の
人が取得できます。ま
た、市に住民登録がな
い人は、コンビニで利
用登録が必要です。

戸籍抄本 450 円

戸籍の附票 300 円

◆ 取得できる証明書

キ
オ
ス
ク
端
末

● 

問
合
先
　
市
民
課
窓
口
係（
☎
23
‐
２
１
４
３
）

　 

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
な
ど
、
店
内
に
証
明
書
が
発

行
で
き
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗

　 

11
月
か
ら
市
役
所
市
民
課
待
合

に
証
明
書
交
付
機
（
キ
オ
ス
ク

端
末
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

開
庁
時
間
内
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
と
同
様
の
各
種
証
明
書
が

取
得
で
き
ま
す
。
申
請
書
を
記

入
す
る
必
要
が
な
く
、
窓
口
で

順
番
を
待
た
ず
に
取
得
で
き
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
キ
オ
ス
ク
端

　
末
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
『
地

　
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

　
構
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

　
し
て
く
だ
さ
い
。
↓

↑ 市民課のキオス
ク端末
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伊万里グリーン・ツーリズム伊万里グリーン・ツーリズム

子どもたちに伊万里の自然や文化を伝えています子どもたちに伊万里の自然や文化を伝えています
　グリーン・ツーリズムとは『緑豊かな農村地域において、自然・文化・人々とのグリーン・ツーリズムとは『緑豊かな農村地域において、自然・文化・人々との
交流を楽しむ滞在型の余暇活動』のことです。交流を楽しむ滞在型の余暇活動』のことです。
　このコーナーでは、伊万里の農家民宿・体験を紹介します。　このコーナーでは、伊万里の農家民宿・体験を紹介します。

　食育に取り組む善斉洋子さん夫婦が営む『善ちゃんはうす』

は、安心安全で高品質な農産物を育て一貫生産をしている株

式会社フェルマ木須に隣接しています。

　もち麦あわせみそ作りや手作り餃子、手作り豆腐といった

滋味深い料理で『食』の楽しみを伝える洋子さんは『食卓を

通じた心豊かな暮らし』を農家民宿で提供しています。

　なによりも子どもたちの健やかな成長を食卓から支えるこ

とが喜びで、訪れた修学旅行生に家庭の大切さと食文化の魅

力を伝えています。　　

　皆さんも、善ちゃんはうすの洋子さんをはじ

めとする農家民宿の仲間になって、全国の子ど

もたちに伊万里の魅力を伝えてみませんか。

　農家民宿などに新しく取り組んで、宿泊客を

迎えてみたい人を募集しています。

　また、興味を持っている人に具体的なイメージ

を持ってもらえるよう、農家民宿での宿泊体験を

用意しています。まずは、気軽に相談してください。
  ●● 問合先　問合先　

　　シティプロモーション推進課

　グリーン・ツーリズム係

　伊万里市観光協会（ 　 ☎ 20-9031）

農家民宿紹介 vol. ４農家民宿紹介 vol. ４

 取り組みを紹介
しています。→

善ちゃんはうす善ちゃんはうす（木須町）（木須町）

☆農家民宿・体験受入れに
　新しく取り組む人を募集しています☆

～食育を通じて地域の未来を築く～食育を通じて地域の未来を築く
農家民宿を始めてみませんか～農家民宿を始めてみませんか～

　
12
月
１
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

市
民
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
、
市
内

21
の
団
体
、
約
２
７
０
人
が
出
演

し
ま
し
た
。

　
出
場
者
は
、
合
唱
や
吹
奏
楽
、
三

味
線
、
筝
な
ど
の
演
奏
を
披
露
し
、

気
持
ち
を
込
め
た
歌
声
や
演
奏
を

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
伊
万
里
中

学
校
吹
奏
楽
部
と
伊
万
里
吹
奏
楽

団
の
伴
奏
で
、
出
演
者
と
観
客
全

員
が
『
伊
万
里
讃
歌
第
８
章
終
詩
』

を
合
唱
し
、
音
楽
祭
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

市

民

音

楽

祭↑会場いっぱいに美しい歌声が響き渡ったフィナーレ

　
11
月
20
日
か
ら
市
長
座
談
会

『
市
長
と
話
そ
う 

あ
し
た
の
伊
万

里
』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
座
談
会
は
『
住
ん
で
働
き

た
い
と
感
じ
る
ま
ち
』
へ
の
飛
躍

を
目
指
し
て
進
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
、
市
民
の
意
見
を
幅
広
く

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
に
更
な

る
活
気
と
変
化
を
生
み
出
そ
う

と
、
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
初
回
の
波
多
津
町
で
は
、
深
浦

弘
信
市
長
が
、
子
育
て
支
援
策
や

国
見
台
公
園
の
総
合
整
備
な
ど
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
町
民
か
ら

は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
な

ど
の
質
問
が
出
る
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
伊
万
里
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
座
談
会
は
、
１
月
21
日
ま

で
市
内
す
べ
て
の
町
・
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

市

長

座

談

会
↑ 波多津コミュニティセンターの講堂

は町民でいっぱいでした
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

（
炭
山
地
区
）
⑪

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
小
原
正
道
で
す
。

　
９
月
の
『
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン

プ
in
す
み
や
ま
』
に
続
き
、
第
二

弾
と
し
て
、
11
月
９
日
に
川
内
野

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
二
里
町

の
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
協

力
し
て
、
地
域
資
源
の
活
用
と
国

際
交
流
を
組
み
合
わ
せ
た
『
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ

ン
プ
in
川
内
野
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
外
国
人
22

人
の
国
籍
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
、
日
本
人
は
29
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
タ
ッ
フ
は
16
人
で
し
た
。

　
最
初
に
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
の
緊
張
も
解
け
、
そ
の
後
の
昼

ご
飯
作
り
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み

な
が
ら
黒
米
い
な
り
や
み
そ
汁
、
焼
き
芋
な

ど
を
作
り
ま
し
た
。
川
内
野
の
黒
米
や
野
菜

を
使
っ
た
料
理
は
「
と
て
も
美
味
し
い
」
と

外
国
人
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

　
参
加
者
は
、
食
後
に
会
場
近
く

に
植
栽
さ
れ
て
い
る
１
千
本
の
色

づ
き
始
め
た
コ
キ
ア
の
周
り
を
散

策
し
、
思
い
思
い
の
場
所
で
記
念

写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
中
は
、
参
加

者
の
歓
声
や
笑
い
声
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
、
外
国
人
に
も
日
本
人
に
も

川
内
野
の
自
然
や
食
材
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

黒米いなり作り黒米いなり作り コキア畑散策コキア畑散策

焼き芋包み焼き芋包み 具材の下ごしらえ具材の下ごしらえ

↑ 弦巻凜さんと山本小梅さんの作品は
全国コンクールに推薦されました

　
11
月
16
日
『
第
９
回
伊
万
里
市
民

図
書
館
・
学
校
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
表
彰

式
が
市
民
図
書
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
図
書
館

の
資
料
を
使
っ
て
『
考
え
る
力
』

や
『
表
現
す
る
力
』
を
身
に
つ
け
、

体
験
や
創
作
な
ど
と
結
び
つ
い
た

実
践
的
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
も

ら
お
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
今
回
は
、
市
内
５
つ
の
小

学
校
か
ら
46
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
次
の
３
点
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▽
弦
巻 

凜
さ
ん
（
立
花
小
１
年
）

　 『
か
み
な
り
が
こ
わ
い
』

▽
田
口 

蒼
真
さ
ん（
東
山
代
小
４
年
）

　『
未
来
に
つ
な
ぐ
工
芸
品
』

▽
山
本 

小
梅
さ
ん
（
二
里
小
５
年
）

　 『
果
実
酢
を
作
ろ
う
』

調

べ

る

学

習

コ

ン

ク

ー

ル

　
11
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
・
Ｍ

Ｒ
松
浦
鉄
道
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
、
伊
万
里
駅
前
公
園
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
駅
の
賑に

ぎ

わ
い
づ
く
り
や
子
ど

も
た
ち
に
筑
肥
線
と
松
浦
鉄
道
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催

さ
れ
て
い
て
、
今
回
は
１
８
０
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
市
長
賞

▽
小
学
生
低
学
年
の
部

　
脇
本 

知
英
さ
ん（
東
山
代
小
１
年
）

▽
小
学
生
中
学
年
の
部

　
西
田 

康
太
朗
さ
ん（
立
花
小
４
年
）

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

　
椎
山 

悠
聖
さ
ん（
東
山
代
小
５
年
）

▽
中
学
生
の
部

　
金
子 

円
香
さ
ん
（
山
代
中
３
年
）

◆
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
賞

　
武
重 
栞
奈
さ
ん
（
二
里
小
４
年
）

◆
Ｍ
Ｒ
賞

　
江
口 

明
徹
さ
ん
（
立
花
小
２
年
）

Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
・
Ｍ
Ｒ
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

↑ 表彰式に参加した受賞者の
皆さん（前列）

　
11
月
27
日
、
南
波
多
郷
学
館

５
～
９
年
生
の
児
童
・
生
徒
17

人
が
『
佐
賀
県
文
学
賞
』
に
入

賞
し
、
そ
の
報
告
の
た
め
、
松

本
定
教
育
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
郷
学
館
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
『
川
柳
』
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
川
柳
は
、
岩
永
孝
雄
さ
ん
、

岩
永
憲
一
良
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
て
い
て
、
毎
年
、
文
学
賞
の
川

柳
部
門
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
入
賞
・
入
選
し
た
児

童
・
生
徒
の
う
ち
、
中
学
生
の
部

で
８
年
生
の
下
平
叶
望
さ
ん
が
最

高
賞
の
一
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

南

波

多

郷

学

館

『
佐
賀
県
文
学
賞
』
入
賞

↑ 第１席入賞の下平叶望さん（後列左から４人目）・岩永
孝雄さん（後列左から２人目）などの入賞者と関係者
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有田町・伊万里市・武雄市の
イベントをお届け！

九州オルレ 武雄コース スイーツオルレ

日時／1月21日（火）～26日（日） 9：00～17：00
　　　※26日は16：00まで
会場／佐賀県立九州陶磁文化館　
　　　第一展示室および一般研修室
内容／卒業学年の「課題研究」で取り組んだもの 
           を中心に、多種多様な分野に挑戦し、制作 
           した作品や研究が展示されます。

令和6年度 第56回 有田工業高校卒業制作展

期間／３月下旬まで
日時／土・日曜日 10:00～17:00
　　　※1月4(土)、5日(日)は休業
場所／ふれあい広場（波多津町辻517-8）
内容／取れたてのカキをはじめとした海の幸や
　　　カキメシ、伊万里牛などが味わえます。
　　   隔週日曜日(1/19、2/2・16、3/2・16)は軽
　　   トラ市（野菜や海産物販売）も同時開催！

詳しくは

詳しくは

有田工業高校
☎0955-42-3136

波多津ふれあい広場のカキ小屋

日時／２月16日（日） 9:00～16:00
会場／九州オルレ 武雄コース
内容／武雄のスイーツを堪能しながら、自然の豊
　　　かさと歴史ある温泉・建物・文化と、新しく
　　　変わりゆく町並みをめぐるトレッキング。
　　　ぜひ、ご参加ください！
参加費／2,000円　※事前申込制

詳しくは

▲ホームページ

NPO法人まちづくり波多津
☎0955-25-0555
　（月～金曜日）
☎090-6428-0050
　(土・日曜日 )
※予約は受け付けていません。
※持ち込みはできません。

武雄市役所観光課
 ☎0954-22-0101

▲ホームページ

　
11
月
27
日
、
株
式
会
社
名
村

造
船
所
（
大
阪
市
）
が
、
市
に

１
０
０
０
万
円
を
寄
付
し
た
こ

と
を
受
け
、
謝
意
を
表
明
す
る

た
め
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
は
、
昨
年
、
同

社
の
伊
万
里
事
業
所
が
竣
工
50

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
や
、

こ
れ
ま
で
の
市
の
支
援
な
ど
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
寄

付
金
は
、
今
年
７
月
に
市
内
に

設
置
さ
れ
る
予
定
の
『
子
ど
も

の
屋
内
遊
び
場
』
の
整
備
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

株
式
会
社
名
村
造
船
所
が
子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場

整
備
の
た
め
に
１
０
０
０
万
円
寄
付

インフォメーションi

　
12
月
６
日
、
伊
万
里
有
田
地
区

消
防
設
備
等
保
守
協
会
が
、
市
に

10
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環

境
作
り
を
支
援
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
教
育
と
文
化
の
振
興
奨
励

の
た
め
に
と
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
協
会
は
、
伊
万
里
有
田
地
区

内
の
消
防
用
設
備
な
ど
の
工
事
や

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

学
校
の
消
防
用
設
備
の
保
守
点
検

な
ど
を
行
っ
て
い
て
、
寄
付
は
令

和
３
年
か
ら
毎
年
続
け
て
い
て
、

今
回
が
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

↑ 伊万里有田地区消防設備等保守協会の川井真太郎
会長（左から２人目）と徳永祐史副会長（左）

伊
万
里
有
田
地
区
消
防
設
備
等
保
守
協
会
が

教
育
奨
励
振
興
基
金
に
４
年
連
続
４
回
目
の
寄
付

↑がっちりと握手を交わす名村建介社長（左）と
　深浦市長

▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
11
月
１
日
〜
11
月
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
福
祉
基
金
》

▼
１
０
０
０
万
円

　 

株
式
会
社
名
村
造
船
所

（
大
阪
市
）
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火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

暮らしのチャンネル

日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
間
の

月
～
水
曜
日
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●

申
告
会
場
へ
の
入
場

　 

日
時
が
指
定
さ
れ
た
『
入
場
整

理
券
』
が
必
要
で
す
。
入
場
整

理
券
は
申
告
会
場
の
受
付
で
当

日
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
国
税

庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
『
友
だ
ち
追
加
』
す
る
と
、

入
場
整
理
券
の
事
前
入
手
が
可

能
で
す
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
税
務
署

 

（
☎
23
‐
３
１
４
７
）

　
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
事
業
者
は
、
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
別

に
、
申
告
が
必
要
で
す
。

●

申
告
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

◆
償
却
資
産
と
は

　 

事
業
に
使
用
し
て
い
る
資
産

で
、
土
地
と
家
屋
以
外
の
資
産

で
す
。
建
物
附
属
設
備
や
構
築

物
、
機
械
、
装
置
、
船
舶
、
工
具
、

器
具
、
備
品
な
ど

※ 
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
で

あ
っ
て
も
、
一
定
の
要
件
を
備

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。一人

で悩まず気軽に相談してください。

①そらまめ広場

　双子・３つ子の親子が集い、交流します。

▷日　時　１月 7 日（火）

　　　　午前 10 時〜午後３時 30 分

※毎月第１火曜日に開催しています。

②お誕生会（要申込）

　１月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　１月 22 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分

● 場　所　子育て支援センターぽっぽ

● 申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎ 23-5197）

　
市
・
県
民
税
申
告
の
受
け
付
け

は
、
市
役
所
の
ほ
か
、
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
２
月
に
各
世
帯
に
配

布
す
る
『
わ
か
り
や
す
い
市
・
県

民
税
申
告
の
手
引
き
』
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
付
期
間
内
は
、
市
役

所
で
市
・
県
民
税
申
告
と
併
せ
て
、

所
得
税
確
定
申
告
の
う
ち
の
一
部

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
次
の
所
得
税
確
定
申
告
の
種
類

お
知
ら
せ

（
※
）
は
、
市
役
所
で
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
伊
万
里

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
） 

青
色
申
告
、
準
確
定
申
告
、

譲
渡
所
得
申
告
な
ど
　

●

受
付
期
間
　

　
２
月
19
日
（
水
）
～

３
月
17
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●

受
付
場
所

　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

●

受
付
時
間

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※ 

火
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

●

問
合
先

　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
８
）

　
確
定
申
告
会
場
で
は
、
原
則
、

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

し
て
、
申
告
書
を
作
成
し
て
も
ら

い
ま
す
。
確
定
申
告
書
に
必
要
な

書
類
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
２
種

類
の
暗
証
番
号
も
必
要
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
』
を
活
用
し
て

自
宅
か
ら
確
定
申
告
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●

令
和
６
年
分
の
申
告
・
納
期
限

▽
所
得
税
・
贈
与
税
　
３
月
17
日（
月
）

▽
個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
３
月
31
日
（
月
）

● 

受
付
期
間

　
２
月
17
日（
月
）～
３
月
17
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●

受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●

受
付
場
所
　
伊
万
里
税
務
署

※ 

不
動
産
の
売
却
・
贈
与
税
に
つ

い
て
、
申
告
会
場
で
の
申
告
相

談
を
希
望
す
る
人
は
、
２
月
17

市
・
県
民
税
申
告

（
所
得
税
確
定
申
告
）

伊

万

里

税

務

署

で

の

確

定

申

告

固

定

資

産

税

の

償
却
資
産
の
申
告

え
た
場
合
は
事
業
用
の
資
産
と

み
な
さ
れ
、
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
申
告
の
対
象
外
と
な
る
資
産

①
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
特
許
権
な
ど
）

②
自
動
車
税
ま
た
は
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の

③
繰
延
資
産
な
ど
（
開
業
費
、
加

入
金
な
ど
）

　 

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

る
乗
用
の
小
型
特
殊
自
動
車

（
※
）
な
ど
は
、
税
務
課
窓
口
で

軽
自
動
車
の
登
録
を
し
て
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
私
有
地
内
だ

け
で
使
用
す
る
場
合
で
も
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
※
） 

コ
ン
バ
イ
ン
、田
植
機
、モ
ア
、

Ｓ
Ｓ
、運
搬
車
、ト
ラ
ク
タ
ー
、

小
型
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど

◆
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス

　 

償
却
資
産
申
告
は
、
地
方
税
の

総
合
窓
口
『
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(

エ
ル

タ
ッ
ク
ス
）』
で
電
子
申
告
が
で

き
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
償
却
資
産
に
つ
い
て

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
９
）

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
８
）

↑ 国税庁 LINE 公
式アカウント
はこちらから

↑ 確定申告書等
作成コーナー
はこちらから

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集
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一
定
規
模
以
上
の
農
林
産
物
の

生
産
、
ま
た
は
委
託
を
受
け
て
農
林

業
作
業
を
行
う
世
帯
や
会
社
な
ど

の
組
織
を
対
象
に
『
２
０
２
５
年
農

林
業
セ
ン
サ
ス
』
を
実
施
し
ま
す
。

●

調
査
期
日
　
２
月
１
日
現
在

●

調
査
・
回
答
方
法

▽ 

調
査
　
調
査
員
が
聞
き
取
り
に

よ
り
調
査
対
象
と
な
る
か
ど
う

か
の
判
定
を
行
い
、
対
象
と
な

っ
た
世
帯
や
会
社
な
ど
に
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。

▽ 

回
答
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
か
、
調
査
員
へ
の
調
査
票

提
出
の
、
い
ず
れ
か
の
方
法
で

行
い
ま
す
。

※ 

調
査
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●

問
合
先

　
情
報
政
策
課
情
報
公
開
・
統
計
係

（
　
☎
23
‐
５
４
９
１
）

　『
第
４
次
伊
万
里
・
有
田
地
区
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
』（
案
）

に
対
す
る
意
見
募
集
の
結
果
、
意

見
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●

問
合
先

　
企
画
政
策
課
企
画
係

（
　
☎
23
‐
２
１
２
４
）

　
近
年
の
物
価
高
騰
な
ど
で
、
ご

み
処
理
に
係
る
経
費
も
増
加
し
て

い
る
た
め
『
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
』
に
直
接
ご
み
を
持
ち

込
む
と
き
に
必
要
な
、
ご
み
搬
入

手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

●

改
定
日
　
４
月
１
日
（
火
）

●

新
し
い
ご
み
搬
入
手
数
料

●

問
合
先
　

　
環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
５
）

夜間にもマイナンバーカードの申請・交付を行っています（市役所のみ）▶ 火曜日（午後７時まで）　

暮らしのチャンネル

　『
第
３
次
伊
万
里
が
ん
ば
ろ
う

応
援
券
（
紙
版
）』
と
『
伊
万
里
が

ん
ば
ろ
う
Ｐ
ａ
ｙ
（
電
子
版
）』
の

使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
応
援
券
（
紙
版
）
と
Ｐ
ａ
ｙ
（
電

子
版
）
は
、
現
金
で
の
払
い
戻
し

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
購
入
し

て
い
る
人
は
、
期
限
ま
で
に
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

使
用
期
限
　

使
用
期
限
　
１
月
１
月
3131
日
（
金
）

日
（
金
）

● 

使
用
可
能
店
舗

使
用
可
能
店
舗

　　  

次
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。
→

● 

問
合
先

問
合
先

　 

伊
万
里
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
事
務
局

（
☎
０
５
０
‐
３
０
３
３
‐
８
５
３
７
）

伊
万
里
じ
ん
け
ん

シ

ア

タ

ー

ま

ち

ど

く

広

場

公

開

授

業

２
０
２
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
人
権
問
題
に
関
連
す
る
映
画

の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
１
月
26
日
（
日
）

▽
第
１
部
　
午
前
10
時
～
正
午

▽
第
２
部
　
午
後
２
時
～
４
時

※
開
場
は
、
開
始
30
分
前
で
す
。

● 

場
　
所
　 

市
民
図
書
館

● 

内
　
容
　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓

発
映
画
『
あ
ん
』

●

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課

（
　
☎
23
‐
２
１
９
０
）

● 

日
　
時

　
１
月
25
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

● 

場
　
所
　 

　
二
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

● 

内
　
容 

　 

絵
本
『
け
ん
ち
ゃ
ん
の
も
み
の

木
』
の
著
者 

美
谷
島 

邦
子
さ

ん
を
招
い
て
の
公
開
授
業
や
感

想
交
流
、
質
問
タ
イ
ム
ほ
か

●

問
合
先

　
二
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
23
‐
３
０
２
４
）

聴覚や発話に障がいがある人は、
『ＮＥＴ 118』を利用してくだ
さい

　『118 番』は、海上保安庁への緊急通報用の電話番号
です。海での事件・事故が発生した場合には、118 番に
連絡してください。

● 問合先　

　第七管区海上保安本部

　総務課

（ ☎ 093 ｰ 321 ｰ 2931）

　スマートフォンなどを使用
した入力操作で、海上保安庁
に緊急時の通報ができます。
※利用には、事前登録が必要です。
◆登録方法
▷  entry@net118.jp 宛に空メー
　 ルを送信し、返信されたメー

ルから登録
※こちらからも
　登録できます→

海で何かあったら『118 番』海で何かあったら『118 番』

が
ん
ば
ろ
う
応
援
券
等

使
用
期
限
は
１
月
ま
で

↑がんばろう応援券

← がんばろう
Ｐａｙ

ごみの種類 直接搬入手数料

家庭から出るごみ
（家庭系一般廃棄物）

50ｋｇまで 500 円（一律）

50ｋｇを超えるもの
10ｋｇまで毎に
100 円を加算

事業所などから出る
 ごみ

（事業系一般廃棄物）

50ｋｇまで 800 円（一律）

50ｋｇを超えるもの
10ｋｇまで毎に
160 円を加算

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ご
み
搬
入
手
数
料
改
定

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

結

果

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

21 2025.1
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暮らしのチャンネル

広告広告

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●

相
談
専
用
電
話
番
号

（
☎
０
１
２
０
‐
０
５
２
‐
０
８
８
）

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

●

問
合
先

　
佐
賀
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　（
☎
０
９
５
５
‐
82
‐
４
６
６
８
）

●

日
　
時

　
２
月
６
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

●

場
　
所

　 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
プ
ラ
ザ
（
佐
賀
市
）

※ 

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
者

　 

福
祉
の
現
場
に
就
職
を
希
望
す

る
人
や
学
生
、
学
校
の
進
路
指

導
担
当
者

●

参
加
料
　
無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

●

内
　
容

　 

求
職
者
と
事
業
者
の
面
談
会
、

福
祉
関
連
資
格
の
取
得
方
法
や

福
祉
分
野
の
仕
事
内
容
に
に
つ

い
て
の
相
談
会

●

参
加
事
業
所
数
　
60
事
業
所

●

問
合
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
賀

　（
☎
０
９
５
２
‐
24
‐
４
３
６
２
）

募
　
　
集

　
カ
メ
ラ
機
能
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を

学
ぶ
講
習
会
と
、
疑
問
に
思
っ
て

い
る
使
い
方
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
次
の
表
の
と
お
り
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

※※  

今
年
度
の
ス
マ
ホ
相
談
会
は
、

今
年
度
の
ス
マ
ホ
相
談
会
は
、

今
月
号
で
紹
介
す
る
内
容
で
終

今
月
号
で
紹
介
す
る
内
容
で
終

了
し
ま
す
。

了
し
ま
す
。

●

時
　
間
　　

● 

日
　
時
　
１
月
28
日
（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

● 

場
　
所
　 

市
役
所
１
階
面
接
室

● 

内
　
容 

　 

聴
力
測
定
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

※
測
定
や
相
談
料
は
無
料
で
す
。

● 

対
象
者
　
聴
こ
え
に
不
安
や
悩

み
が
あ
る
成
人

● 

申
込
方
法

　 

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

● 

申
込
期
限
　 

１
月
26
日
（
日
）

●

申
込
・
問
合
先

　 

佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
‐
40
‐
７
７
０
０
）

（
　
０
９
５
２
‐
40
‐
７
７
０
５
）

　
佐
賀
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
が
、

生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
１
月
26
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

●

相
談
料
　
無
料

●

相
談
方
法
　
電
話

ス
マ
ホ
相
談
会
参
加
者

会場
（コミュニティセンター）

開催日 電話番号

立　花  1月 15 日（水） 20-4567

二　里  １月 17 日（金） 23-3024

南波多  １月 20 日（月） 24-2001

立　花  １月 22 日（水） 20-4567

二　里  １月 24 日（金） 23-3024

黒　川  １月 28 日（火） 27-0001

立　花  １月 29 日（水） 20-4567

二　里  １月 31日（金） 23-3024

立　花  ２月  ５日（水） 20-4567

南波多  ２月 21日（金） 24-2001

司
法
書
士
に
よ
る
全
国

一
斉
生
活
保
護
相
談
会

お
知
ら
せ

《 スマホ相談会の会場など 》

▽
講
習
会
　
午
前
９
時
30
分
～

▽
相
談
会
　
午
前
11
時
～

午
後
０
時
30
分

●

応
募
方
法

　
各
会
場
に
電
話

● 

応
募
期
限

　
各
会
場
の
開
催
日
の
前
日

● 

講
　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀

●

受
講
料
　
無
料

●

募
集
人
数
　

　
各
会
場
15
人
（
先
着
順
）

※ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
情
報
政
策
課
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
係

（ 

　
☎
23
‐
４
３
１
３
）

福

祉

の

仕

事

合
同
就
職
面
談
会

巡
回
聴
こ
え
の
相
談

FAX

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ
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http://www.imarishinkin.co.jp/

年年定期
預金

伊万里信用金庫創立100周年記念

年年

取扱期間
令和７年３月31日㈪まで

取扱期間
令和７年３月31日㈪まで

1口10万円以上1,000万円未満

募集総額50億円 創立100周年記念商品

年0.70％
2年目以降 年1.94％

カーライフプランカーライフプラン
特別金利キャンペーン

特別金利
1年目

伊万里市伊万里町
甲375-3
Tel.0955-23-3151

募集総額に達した場合、期間中でもお取り
扱いを終了させていただきます。

暮らしのチャンネル

広告

●

日
時
・
場
所

▽
２
月
４
日
（
火
）
～
28
日
（
金
）

　 

毎
週
火
・
金
曜
日
（
全
６
回
）

※ 

11
日
・
25
日
（
火
）
は
除
き
ま
す
。

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
大
坪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
２
月
６
日（
木
）～
３
月
27
日（
木
）

　
毎
週
木
曜
日
（
全
８
回
）

午
後
７
時
～
８
時

　
大
坪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
３
月
３
日
（
月
）
～
26
日
（
水
）

　
毎
週
月
・
水
曜
日
（
全
８
回
）

　
午
前
10
時
～
11
時

　
伊
万
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●

対
　
象
　
市
民

●

参
加
料
　
１
５
０
０
円

※ 

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
・
暖
房 

使
用
料
を
含
み
ま
す
。

●

募
集
人
数
　
各
10
人

●

募
集
期
限
　
１
月
24
日
（
金
）

● 

応
募
・
問
合
先

　 

伊
万
里
市
武
術
太
極
拳
連
盟
・

小
島

（
☎
０
９
０
‐
９
０
７
９
‐
６
０
７
７
）

● 

募
集
団
地

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
の
５
団
地

●

応
募
書
類
の
配
布
期
間

　
２
月
３
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）

※
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）・
11

日
（
火
・
祝
）
は
配
布
を
行
い

ま
せ
ん
。

●

受
付
期
間

　
２
月
６
日
（
木
）
～
14
日
（
金
）

※
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）・
11

日
（
火
・
祝
）
を
除
き
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
で
す
。

● 

公
開
抽
選
日

　
２
月
21
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
伊
万
里
総
合
庁
舎
別
館

　 

指
定
管
理
者
川
原
建
設
株
式
会
社

伊
万
里
管
理
室

（
☎
20
‐
４
５
１
１
）

●

募
集
訓
練
科
　

①
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
基
礎
活
用
科

②
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
習
得
コ
ー
ス

●

募
集
人
数

　
各
20
人

●

訓
練
期
間

　
３
月
４
日（
火
）～
６
月
27
日（
金
）

●

場
　
所

①
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
（
佐
賀
市
）

② 

株
式
会
社
ジ
ェ
ピ
ッ
ク（
佐
賀
市
）

●

入
校
選
考
日
　
２
月
19
日
（
水
）

●

受
講
料
　
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
や
そ
の
ほ
か
の
教 

材
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
限
　
２
月
７
日
（
金
）

●

応
募
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
立
産
業
技
術

学
院
就
職
支
援
課

 

（
☎
０
９
５
２
‐
74
‐
４
３
３
０
）

●

募
集
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ 

　
ン
科

②
溶
接
技
術
科

③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

●

募
集
人
数

①
③
各
10
人

②
８
人

●

訓
練
期
間
　

　
３
月
４
日（
火
）～
８
月
29
日（
金
）

● 

場
　
所

　 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
佐
賀
市
）

●

入
所
選
考
日
　
２
月
７
日
（
金
）

※ 

筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
や
そ
の
ほ
か
の
教 

材
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

● 

応
募
方
法

　 

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
応

募
書
類
を
提
出

● 

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー 

佐
賀
訓
練
課

 

（
☎
０
９
５
２
‐
26
‐
９
５
１
６
）

太
極
拳
教
室
参
加
者

県
営
住
宅
入
居
予
備
者

委

託

訓

練

生

（
令
和
７
年
３
月
開
講
）

職
業
訓
練
受
講
生

（
令
和
７
年
３
月
入
所
）

● 日　時
　２月７日（金）午後７時〜８時 30 分
※集合場所などの詳しい内容は、後日、参加者のみ
　に案内します。
● 対　象
　『出会いたい』『結婚したい』と考えている独

身の女性
● 参加料　無料
● 募集人数　15 人
※応募多数の場合は抽選します。
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　１月 30 日（木）
● 応募・問合先　まちづくり課内
　市婚活応援推進協議会（　 ☎ 23-2950）
※メールアドレス　deai@city.imari.lg.jp

♥♥ ♥♥女性向け婚活イベント

輝く自分を見つけよう輝く自分を見つけよう♥♥
プロに学ぶメイク講座プロに学ぶメイク講座

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ
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暮らしのチャンネル

募
　
　
集

● 

問
合
先

　 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー 

佐
世
保
訓

練
課

 

（
☎
０
９
５
６
‐
58
‐
３
１
１
８
）

● 

募
集
区
分
・
業
務
内
容

①
用
地
専
門
職
員

　
用
地
契
約
事
務
と
交
渉

②
事
務
補
助
職
員

　
会
計
補
助
の
事
務
な
ど

●

募
集
人
数
　
各
１
人

● 

採
用
期
間

　
４
月
１
日
（
火
）
～

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

※ 

業
務
成
績
が
優
秀
だ
っ
た
場
合

は
、
期
間
を
更
新
し
ま
す
。

● 

募
集
要
件

　 

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

● 

応
募
方
法

　 

市
土
地
開
発
公
社
に
あ
る
募
集

要
項
を
確
認
の
う
え
、
履
歴
書

な
ど
を
提
出

●

募
集
期
間

　
１
月
15
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）

※ 

応
募
者
が
、
各
５
人
ず
つ
達
し

た
場
合
は
、
期
限
前
に
締
め
切

り
ま
す
。

●

面
接
日
　
２
月
下
旬
（
予
定
）

●

応
募
・
問
合
先

　
伊
万
里
市
土
地
開
発
公
社

 

（
　
☎
23
‐
２
４
７
８
）

●

募
集
人
数

①
③
各
７
人

②
④
各
２
人

⑤
５
人

●

訓
練
期
間

①
②
４
月
１
日
（
火
）
～

令
和
９
年
３
月

③
④
⑤
４
月
２
日
（
水
）
～

令
和
９
年
３
月

●

場
　
所

①
②
佐
賀
女
子
短
期
大
学（

佐
賀
市
）

③
④
⑤
西
九
州
大
学
短
期
大
学
部

（
佐
賀
市
）

●

入
校
選
考
日

①
③
２
月
20
日
（
木
）

②
④
⑤
２
月
21
日
（
金
）

●

募
集
訓
練
科

▽ 

佐
賀
女
子
短
期
大
学（
男
女
共
学
）

で
学
ぶ

①
保
育
士
養
成
科

②
介
護
福
祉
士
養
成
科

▽
西
九
州
大
学
短
期
大
学
部
で
学
ぶ

③
保
育
士
養
成
科

④
介
護
福
祉
士
養
成
科

⑤
栄
養
士
養
成
科

※ 

そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
で
訓
練

の
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
や
そ
の
ほ
か
の
教 

材
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
限
　
２
月
７
日
（
金
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

● 

問
合
先

　 

佐
賀
県
立
産
業
技
術
学
院
就
職

支
援
課

 

（
☎
０
９
５
２
‐
74
‐
４
３
３
０
）

●

募
集
訓
練
科

①
溶
接
施
工
科

②
電
気
設
備
技
術
科

③
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

●

募
集
人
数

①
12
人

②
③
各
15
人

●

訓
練
期
間
　
４
月
３
日
（
木
）
～

９
月
30
日
（
火
）

● 

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
世
保
（
佐
世
保
市
）

●

入
所
選
考
日
　
３
月
５
日
（
水
）

※ 

筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
佐
世
保
で
実
施
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
や
そ
の
ほ
か
の
教 

材
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
間

　
１
月
17
日（
金
）～
２
月
21
日（
金
）

●

応
募
方
法
　

　 

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
応

募
書
類
を
提
出

委

託

訓

練

生

（
令
和
７
年
４
月
開
講
）

職
業
訓
練
受
講
生

（
令
和
７
年
４
月
入
所
）

● 日　時
　２月 21 日（金）午後６時 30 分〜８時 30 分
※集合場所などの詳しい内容は、後日、参加者のみ
　に案内します。
● 対　象
　『出会いたい』『結婚したい』と考えている独

身の男性
● 参加料　無料
● 募集人数　10 人
※応募多数の場合は抽選します。
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　２月 12 日（水）
● 応募・問合先　まちづくり課内
　市婚活応援推進協議会（　 ☎ 23-2950）
※メールアドレス　deai@city.imari.lg.jp

男性向け婚活イベント
～婚活に生かそう～～婚活に生かそう～

魅力アップ講座魅力アップ講座
オシャレのコツ教えます !!オシャレのコツ教えます !!

土

地

開

発

公

社

専
門
員
・
事
務
補
助
員

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ
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暮らしのチャンネル

広告

１月の巡回日

新刊案内

『ニッポンは
おいしい！』

『パインさんのご
ちゃまぜかんばん』

● 問合先　市民図書館（　 ☎ 23-4646）

レオナード ･
ケスラー／作

小宮 由／訳　
大日本図書

金丸 弘美／編
　理工図書

　
パ
イ
ン
さ
ん
は
看
板
屋
で
す
。
パ

イ
ン
さ
ん
の
住
む
町
の
看
板
は
、
す

べ
て
パ
イ
ン
さ
ん
が
描
き
ま
し
た
。

町
に
は
必
要
な
看
板
が
す
べ
て
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
町
に

雨
が
降
り
雪
が
積
も
り
、
看
板
は
少

し
ず
つ
古
く
な
っ
て
文
字
が
読
め
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
中
の

看
板
を
パ
イ
ン
さ
ん
が
新
し
く
い
描

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
描

き
終
え
て
、
付
け
替
え
に
い
く
朝
、

パ
イ
ン
さ
ん
が
眼
鏡
を
探
し
て
い
る

と
・
・
・
。

『第５回　図書館の本を見て
コレ作っちゃいました！』作品展

　図書館の利用者が、図書館の本を活
用して作った作品展を開催します。
　展示作品は、布の作品や折り紙、絵
など多彩なものです。
　創作意欲にあふれ、心のこもった手
作りの作品を、ぜひ見に来てください。

※ １月 19 日（日）まで作品を募集して
います。詳しくは、市民図書館ホーム
ページで確認してください。

● 展示期間
　１月 24 日（金）〜２月 26 日（水）
● 展示場所
　中央サービスデスク周辺

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

１月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間

7 日
・

28 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
立 川 公 民 館 11:30~
山 口 病 院 14:15~

９日
（木）

立花コミュニティセンター 10:15~
山代コミュニティセンター 11:00~
東山代コミュニティセンター 11:15~
大川コミュニティセンター 13:30~
伊万里コミュニティセンター 14:00~
松浦コミュニティセンター 14:30~

10 日
・

31 日
（金）

田 代 公 民 館 11:30~
小島医院（波多津） 13:40~
南波多水留バス停前 14:00~
デ イ な が や ま 14:30~

14 日
（火）

伊万里鍋島焼会館 10:30~
国 見 公 民 館 11:30~
JA 滝 野 出 張 所 14:00~
国 見 団 地 集 会 所 14:30~

15 日
（水）

大 川 内 鼓 バ ス 停 横 11:00~
向 陽 園 14:00~
西 田 病 院 14:00~

※ このほか、保育園や小学校、
企業を巡回しています。

　 各巡回場所での滞在時間
は、15 〜 30 分です。

日 巡 回 場 所 時　間

17 日
（金）

ケアハウスいまり 11:30~
伊万里ふるさと村 12:00~
原 屋 敷 公 民 館 14:00~

21 日
（火）

楽 寿 園 14:00~
ユ ー ト ピ ア 14:00~
グランパランいまり 15:00~

22 日
（水）

長 生 園 13:00~
西 光 苑 14:00~
ケアマネージメントわきた 15:00~

24 日
（金）

市 民 セ ン タ ー 11:30~
Ｊ Ａ 東 部 支 所 14:00~
デイあさひ／かりん 14:40~

30 日
（木）

波多津コミュニティセンター 11:00~
黒川コミュニティセンター 11:00~
二里コミュニティセンター 14:00~
南波多コミュニティセンター 14:00~

１～３・６・13・20・27 日
23 日（館内整理休館）

　
高
齢
化
で
農
業
の
担
い
手
不
足
が
取

り
沙
汰
さ
れ
る
な
か
、
著
者
が
探
し
た

各
地
方
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を

行
う
女
性
た
ち
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
有
機
野
菜
と
出
会
っ
て
食

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
新
規

就
農
者
と
農
村
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い

る
女
性
や
地
方
の
農
家
民
宿
・
宿
泊
施

設
な
ど
と
繋
が
り
、
旅
か
ら
食
文
化
を

伝
え
る
こ
と
に
取
り
組
む
女
性
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
女
性
た
ち
の
活
躍
が
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
目
線
で
、
地

域
の
経
済
と
雇
用
を
良
く
し
よ
う
と

す
る
強
い
思
い
が
伝
わ
る
１
冊
で
す
。

25 2025.1
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休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください（☎ 23-9910）。

暮らしのチャンネル

◆ 子どもの健診　　　健診は、母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診 生後３〜４か
月になるとき 令和６年 10 月生

身体測定、診察など
佐賀県・福岡県・
長崎県内の医療
機関

・  乳児一般健康診査受診票と
母子健康手帳を持参してく
ださい。

・ 乳児一般健康診査受診票は、
市の保健師が各家庭に『赤
ちゃん訪問』をするときに
渡します。

10 か月児健診 生 後 10 〜 11
か月になるとき 令和６年３月生

１歳６か月児健診 １月 16 日（木） 令和５年６月生

身体測定、歯科・内
科診察、相談、フッ
化物塗布（希望者の
み 300 円）

市民センター

・ 対象者には通知します。時
間を分けて案内しますの
で、指定された時間に来て
ください。

・ 問診票と母子健康手帳を持
参してください。３歳８か月児健診 １月９日（木） 令和３年５月生

 身体測定、目の屈折
検査、歯科・内科・
耳鼻科診察、相談

◆ 相談・教室など　場所は、いずれも市民センターです。予約制で行いますので『いまりん子育てアプリ』で予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 時　間

ストレスケア相談 １月 14 日（火） 原則 40 歳未満の人 公認心理師による相談 午前９時〜午後３時

妊産婦乳幼児相談 １月 20 日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児・栄養・歯科相談、おっ
ぱい相談、離乳食相談など 午前９時 30 分〜 11 時

妊婦歯科健診 １月 20 日（月） 妊　婦 歯科医師による歯科健診と相談 午前10時〜11時30分

市民健康相談 １月 28 日（火） 特定健診結果が気に
なる人など

管理栄養士・保健師による相談、体成分
測定（筋肉・脂肪量の測定） 午前９時〜午後３時

● 問合先　健康づくり課（　☎ 22-3916）
こども家庭センター（　☎ 23-2126）

● 対　象　 市内在住で、食を通じた健康づくり活動
に熱意がある人

● 期　間　５月〜令和８年２月（水・金曜日）全８回
● 場　所　伊万里市民センター
● 受講料　無料
※調理実習では一部実費負担があります。
● 募集人数　７人（先着順）
● 募集開始　１月 14 日（火）
● 申込先　健康づくり課（☎ 22-3916）

◆ 講座の主な内容 ◆
・食生活改善推進員と地区組織活動
・『健康日本 21』
・食生活の現状と課題
・食育
・健康づくりと生活習慣病予防
・調理（おくんち料理・郷土料理
　を含む）
・身体活動・運動など

食生活改善推進協議会の紹介　～私たちの健康は私たちの手で～

　『食生活改善推進員養成講座』を修了したあとに、地域で食生活改善のボランテ
ィアとして活動しています。愛称は『ヘルスメイト』で、現在 256 人の会員がい
ます【10 ページに関連記事を掲載しています】。

◆主な活動◆
▷ 高血圧・糖尿病などの生活習慣病予防や子どものための
　料理教室をコミュニティセンターで開催
▷伊万里ウオークでの豚汁の振る舞い
▷『いまりの郷土料理』の普及活動

↑ おくんち料理

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

令和７年度 食生活改善推進員養成講座の受講生を募集します！令和７年度 食生活改善推進員養成講座の受講生を募集します！

講座の様子講座の様子

262025.1 広報いまり



暮らしのチャンネル

1 月の行事

【相談事例】
　一人暮らしの親が、展示会に誘われ次々に高額な着
物や宝石、健康器具などを購入していることがわかっ
た。毎月のクレジットの支払いが高額で、年金収入だ
けの親にはとても払える金額ではない。そもそも、親
は着物などを着る機会もないのに、断れずに契約した
ようだ。

【アドバイス】
▷ 「見るだけでいいから」と展示会に誘われた場合は、

できるだけ家族と一緒に出かけましょう。
▷ 商品の購入を強引に誘われても、必要がなければ

きっぱりと断りましょう。
▷ 自分の収入で支払えるか、よく考えてから契約しま

しょう。
●相談先　市消費生活センター（☎ 23-2136）
　　　　　消費者ホットライン（☎ 188〔いやや〕）
●問合先　まちづくり課市民相談室（☎ 23-2133）

7272

１月の市民相談

相談窓口名 開設日
時　間

（濃い青は正午～
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（８・22 日）

午前 10 時〜
午後３時

市民相談室
まちづくり課
市民相談室
23-2133

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（15 日）

午前 10 時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（16 日）

午前 10 時〜
午後３時

人権相談
第１・３火曜日

（７・21 日）
午前 10 時〜

正午

不動産相談
※要予約

第２木曜日
（９日）

午前 10 時〜
午後３時

行 政 な ん で も
相談

第３金曜日
（17 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談
月〜金曜日
※ １〜３日、
　13 日は休み

午前９時〜
午後４時

市民相談室
消費生活セ
ンター
23-2136

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

月〜金曜日
※ １〜３日、
　13 日は休み

午前９時〜
午後４時

オンライン
相談

収納管理課
滞納整理係
23-2152

年金相談
※要予約

毎週金曜日
※ ３日は休み
第１月曜日

（６日）

午前９時30分〜
午後３時 30分

面接室

唐津年金事
務所
0955-72-
5161

身障者相談
第４木曜日

（23 日）
午前 10 時〜

午後３時
面接室 福祉課障が

い福祉係
23-2156心の健康相談

月・火・木・金曜日
※ ２･ ３･13 日

は休み

午前 10 時〜
午後３時

福祉課障が
い福祉係

女性相談
※面談は要予約

月〜金曜日
※ １〜３日、13

日は休み

午前９時〜
午後４時

相談電話番号
▷ 22-6763（月・水・金）
▷ 090-2858-3520

（火・木）

● 問合先　環境政策課脱炭素社会推進室（☎ 23-2144）

　環境省のホームページ 省エネ製品買換ナビゲーション『しんきゅ
うさん』を利用することで、自宅で使用中の製品から最新の製品へ
買い替えたときの年間電気代の節約額等などを簡単に比較すること
ができます。
　家電を買い換えるときは活用してみましょう。

■  出典:環境省ホームページ『デコ活』

いくらお得になる？

　家電の省エネ性能は年々進化していま
す。例えば約 12 年前の製品と比べると、
冷蔵庫は電気代が年間約 11,413 円、エ
アコンは年間約7,338円を節約できます。

省エネ家電への買い換え
１月

テーマ

市 民 図 書 館 ☎ 23-4646

展示会などで、高額な商品を買う場合は、展示会などで、高額な商品を買う場合は、
自分に必要なものかよく考えましょう！自分に必要なものかよく考えましょう！

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

● 新春かるた会〔ホール・和室〕

　18 日（土）　午後１時 30 分

※受付は午後１時から行います。

● 昼下がりの映画会〔ホール〕

　15 日（水）　午後２時

『裸の大将放浪記 山下清物語』

（120 分 /1981 年）

● 子ども上映会〔のぼりがまのお部屋〕

　19 日（日）　午後２時 30 分

『 うさぎとかめ　〜ウォルトディズニー制

作の名作アニメ集〜』（70 分）

● いきいき音読教室〔ホール〕

　21 日（火）　午前 10 時 30 分

● ブックスタート〔ホール〕

　23 日（木）　午後２時〜３時

※ 館内整理日のため対象者のみ入館するこ

とができます。

● 伊万里特別支援学校高等部

書道展〔展示コーナー〕

　28 日（火）〜２月７日（金）

※図書館休館日は除きます。

※ 最終日の２月７日は午後３時までです。
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表

紙

二里町大里の神原八幡宮で珍しい火祭り

『取り追う祭り』があり、辺りは寒さが

吹き飛ぶような熱気に包まれていました

【関連記事を３ページに掲載しています】。

２ 年頭のごあいさつ

３ みんなの広場

4
特 集
　まずは気づくことが大切

　アンコンシャス・バイアス

8 スポーツ

10 ほがらかページ

12 教育と文化

13 インフォメーション
13 教育委員会表彰
　  パブリックコメントの実施
14 市職員給与の現状
15 人事行政運営などの状況
16 みんなでささえる国民健康保険
　  コンビニでの戸籍証明書の取得
17 市長座談会開催中
　  市民音楽祭
　  伊万里グリーン・ツーリズム
18 調べる学習コンクール
　  佐賀県文学賞入賞
　  絵画コンクール表彰
　  地域おこし協力隊活動レポート
19 株式会社名村造船所が寄付
　   伊万里有田地区消防設備等保守

協会が寄付
　  ３市町広域連携企画
　  ご寄付ありがとうございました

20 暮らしのチャンネル
20 お知らせ・募集
25 こんにちは図書館です
26 保健だより
27 市民相談ほか

人の動き

令和６年 12 月１日現在
● 人口　51,678人　 （−   63）
　　男　25,261人　 （−   24）
　　女　26,417人　 （−   39）
● 世帯　23,902 世帯  （−   22）

（　）は前月比

　納期限までに納付してください。

■ 市県民税・森林環境税【第４期】
■ 国民健康保険税【第８期】

● 問合先　収納管理課（　 ☎ 23-2152）

納期限は１月 31 日（金）です
▶口座振替日　１月 27 日（月）

Focus On Focus On IMARIIMARI
　　　　　　　 で
伊万里の写真を投
稿してみませんか。
広報伊万里で紹介
します。
皆さんの投稿をお
待ちしています！
応募方法はこちら
から↓

イ ン ス タ グ ラ ム

今
年
は
へ
び
年
と
い
う
こ
と
で
、
へ
び
に

ま
つ
わ
る
ネ
タ
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ

『
や
ぶ
へ
び
』
に
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
で

初
め
て
こ
と
わ
ざ
『
や
ぶ
を
つ
つ
い
て
へ

び
を
出
す
』
の
略
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
年
の
瀬
に
、
調
べ
る
こ
と
の
大
切

さ
や
思
い
込
み
の
危
う
さ
が
身
に
染
み

ま
し
た
。
思
い
込
み
と
い
え
ば
、
今
号
の

特
集
は
『
無
意
識
の
思
い
込
み
』
に
気
づ

く
き
っ
か
け
と
な
る
内
容
で
構
成
し
て

い
ま
す
の
で
、
目
を
通
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。今
年
の
干
支
は
乙
巳（
き
の
と
み
）で
、

乙
（
き
の
と
）
は
『
木
』
の
要
素
を
持
ち
、

草
木
が
し
な
や
か
に
伸
び
る
な
ど
の
意

味
が
あ
り
、
ま
た
、
巳
（
み
）
は
、
神
様

の
使
い
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
動

物
で
、
脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と
か
ら
不
老

不
死
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
こ
と

か
ら
乙
巳
の
年
は
『
再
生
や
変
化
を
繰
り

返
し
な
が
ら
柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
年
』

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
な
年
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。（
輝
）
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